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【Ⅰ　本　部】

１．法人の運営
　　　法人の基本理念「私たちは、利用者の皆様が人間としての尊厳が守られ、豊かな人生を自己実現できるよう支援します」を実現するために、法人が有する資源や機能、人材を活用し、共生社会へ向けて役割と使命を果たすよう事業展開に努めた。

２．評議員会・理事会の開催
（１）評議員会	
	回
	開催日
	議　題　等
	出席数

	定時
	6月27日
	令和4年度計算書類及び財産目録の承認、定款の変更、役員等の報酬等並びに費用弁償に関する規程の一部改正、理事・監事の選任、社会福祉充実計画の変更
	評議員5名
監事　2名


（２）理事会
	回
	開催日
	議　題　等
	出席数

	令和5年
第2回
	5月24日
	評議員候補者の選任、評議員選任・解任委員会の招集
	理事　6名
監事  2名

	第3回
	6月11日
	令和4年度事業報告及びその附属明細書の承認、令和4年度計算書類及びその附属明細書、並びに財産目録の承認、定款の変更、役員等の報酬等並びに費用弁償に関する規程の一部改正、運営規程の一部改正（愛香園、愛香園短期入所事業、くるみ邑美園、くるみ邑美園短期入所事業、くるみ邑美園児童部、くるみ邑美園児童部短期入所事業、放課後デイみんと、愛香園ホームサポート、愛香園ホームポート短期入所事業、ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひまわり、ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝおりーぶ）、社会福祉充実計画の変更、理事・監事候補者の選任、定時評議員会の招集
	理事　5名
監事  2名

	第4回
	6月27日
	理事長の選定
	理事　5名
監事  1名

	第5回
	7月28日
	令和5年度資金収支補正予算（第1次）
	理事　5名
監事  2名

	第6回
	12月26日
	令和5年度資金収支補正予算（第2次）
	理事　6名
監事  1名

	令和6年第1回
	3月28日
	規程（くるみ邑美園運営規程、地域交流ホーム管理規程、給与規程、経理規程）の改正、就業規則（正規職員、準正規職員、契約職員、パートタイマー、嘱託職員）の改正、令和5年度資金収支補正予算（第3次）、令和6年度事業計画、令和6年度資金収支予算、重要な役割を担う職員の任免
	理事　6名
監事  2名



（３）評議員選任・解任委員会	
	開催日
	議　題　等
	出席数

	5月31日
	評議員の選任：月森康男氏
任期：令和5年6月1日～令和7年定時評議員会終結の時まで
	評議員選任・解任委員会委員3名



３．監査実施状況
	監査等
	開催日
	監査対象等

	法人監事監査
	5月25・26日
	令和4年度決算監査

	
	11月24日
	令和5年度定期監査

	内部経理監査
	11月8日
	法人内全拠点区分

	島根県実地指導・監査
	12月15日
	くるみ邑美園児童部



４．研修状況
	開催日
	内　　容
	場　所
	参加者

	5月15日
	経営者向け人事マネジメント研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	事務局員1名

	7月11日
	社会福祉法人指導監査説明会・研修会
	大田市
	事務局員5名

	7月31日
	邑南町人権講演会
	矢上公民館
	役員　4名

	8月9日
	社会福祉法人・医療法人地域貢献活動連絡協議会会議
	邑南町社協
	事務局員1名

	8月24日
	企業トップクラス及び公正採用選考人権啓発推進員研修会
	悠邑ふるさと会館
	事務局員1名

	10月16日
	労務管理研修
	福祉人材ｾﾝﾀｰ
	事務局員2名

	10月
16・17日
	社会福祉法人人事・労務管理講座
	ｵﾝﾗｲﾝ
	事務局員1名

	11月8日
	邑南町総合社会福祉大会
広島市豪雨災害伝承館視察
	邑南町健康ｾﾝﾀｰ
広島市
	役員6名
評議員4名
事務局員4名

	11月20日
	福祉サービス苦情解決研修
	浜田市
	苦情第三者委員1名
事務局員１名

	[bookmark: _Hlk165492376]1月23日
	社会福祉法人監事研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	事務局員1名

	1月26日
	邑南町障がい者総合支援協議会会議
	邑南町役場
	事務局員1名

	1月30日
	社会福祉法人会計実務者決算講座
	ｵﾝﾗｲﾝ
	事務局員2名

	
	邑南町医療福祉従事者人材確保・育成連絡会会議
	邑南町役場
	事務局員1名

	1月31日
	社会福祉法人監事研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	監事1名

	2月16日
	社会福祉法人・医療法人地域貢献活動連絡協議会会議
	邑南町社協
	事務局員1名

	2月29日
	邑南町特別支援連絡協議会会議
	邑南町健康ｾﾝﾀｰ
	事務局員1名

	3月1日
	障がい福祉サービス経営セミナー
	出雲市
	事務局員3名



５．苦情相談日の開催
　　・令和5年4月21日　 苦情解決第三者委員3名出席
　　・令和5年10月30日　苦情解決第三者委員3名出席

６．社会福祉充実計画の実施
	事業名
	内　　容

	職員処遇改善事業
	法人職員の給与及び手当の改善
職員の資質向上を図るための研修費を助成



７．地域における公益的な取り組み
（１）地域貢献連絡協議会
　　　　町内の社会福祉法人と医療法人が協働し、邑南町社会福祉協議会が行う生活困窮世帯に対するフードバンク事業への協力。
（２）四ツ葉の里周辺環境整備
　　　　近隣道路及び街路樹等の美化活動を実施。
（３）グラウンド・ゴルフ大会の開催
　　　　改修工事によりグラウンドが使用できず開催中止。
（４）空き缶リサイクル活動
施設利用者と指定された回収場所に出向き、空き缶を回収。プレス機にかけ、リサイクル業者に搬出。
（５）ボランティア活動
新型コロナウイルス感染防止のため活動中止。

８．補助事業
（１）医療・介護・保育施設、公衆浴場等物価高騰対策応援金
	事業目的
	原油価格、物価高騰の影響により費用負担が増大している一方、収入は公定価格で決められているなど、高騰分を直ちに価格転嫁することが困難な状況を踏まえ、運営事業者等に対し応援金を支給するもの

	事業主体
	島根県　

	対象事業所
	愛香園、くるみ邑美園、くるみ邑美園児童部、みんと、愛香園ホームサポート、ひまわり、おりーぶ

	支給額
	５,８８０,０００円　



　（２）医療・介護・障がい福祉施設等物価高騰対策食材料費応援金
	事業目的
	物価高騰の影響が長期化し費用負担が増大している中、収入が公定価格で決められている等により、食材料費高騰分を利用者負担に転嫁することが困難な入所施設を対象として、応援金を支給するもの

	事業主体
	島根県　

	対象事業所
	愛香園、くるみ邑美園、くるみ邑美園児童部

	支給額
	２,４１０,２００円



（３）島根県新型コロナウイルス感染症に係る障がい福祉サービス事業所等に対するサービス継続支援事業
	事業目的
	新型コロナウイルス感染症の感染者等が発生した場合において、関係者との緊急かつ密接な連携の下、感染拡大防止対策の徹底や創意工夫を通じて、必要な障害福祉サービス等を継続して提供できるよう支援を行う。また、施設・事業所において感染症等が発生した場合に備え、職員の応援体制やコミュニケーション支援等の障害特性に配慮した支援を可能とするための体制の構築を行う

	事業主体
	島根県　

	対象事業所
	愛香園、くるみ邑美園、くるみ邑美園児童部、愛香園ホームサポート、ひまわり、おりーぶ、みんと

	支給額
	４,２６０,０００円　



　（４）競輪公益資金補助事業
	[bookmark: _Hlk10559650]事業所
	くるみ邑美園

	助成団体
	公益財団法人 JKA

	購入物品
	車両（新車・８人乗り）１台

	仕様等
	・メーカー ： トヨタ　　　　・車種名 ： ノア

	補助金額
	１,５７５,０００円

	契約金額
	３,２１０,０２０円（税込み）　※取得に係る諸経費等除く

	契約の相手方
	共栄自動車有限会社　代表者　日野原克行



　（５）前川報恩会 2023年度福祉助成事業
	事業所
	くるみ邑美園

	助成団体
	公益財団法人 前川報恩会

	購入物品
	常温配膳車　１台

	仕様等
	・メーカー　ERECTA　　　・品名　配膳車cooシリーズ
・仕様　24膳　シャッター式　

	補助金額
	３００,０００円

	契約金額
	３１３,５００円（税込み）

	契約の相手方
	ホシザキ中国株式会社　益田営業所


（６）島根県子ども安全安心対策事業
	事業所
	放課後デイ みんと

	事業主体
	島根県

	事業目的
	子どもの安全を守るための万全の対策を講じるとともに、子どもを預けている保護者の不安解消を図る

	購入物品
	置き去り防止安全装置

	補助金額
	１４２,７８０円　

	購入金額
	１４２,７８０円（税込み）

	購入先
	共栄自動車有限会社　代表者　日野原克行



９．職員採用・登用・雇用
[bookmark: _Hlk71109872]・正規職員採用、登用　6名　　　・準正規職員雇用　2名　　　・契約職員雇用　6名
・パートタイマー雇用　3名
10．法人運営事業の情報公開
（１）法人広報誌の発刊
当法人の運営事業や取り組み内容について、広く地域の皆様に情報発信するため、年2回法人の広報誌（邑智福祉しんこうかいだより）を発刊した。また、法人設立40周年を迎えたことにより記念広報誌を発刊し、邑南町石見地域の各戸に配布した。
・第1回目（第11号）　令和5年7月発刊
・法人設立40周年記念広報誌（第12号）　令和6年3月発刊
（２）ホームページの公開
　　法人の公開情報や各事業所での活動内容及び取り組み事項について、法人のＷｅｂサイトを活用し発信した。
















【Ⅱ　障害者支援施設　愛香園】

１．事業内容
　① 生活介護事業　　　　　　　　定員 48名
　② 自立訓練（生活訓練）事業　　定員  6名
　③ 就労継続支援Ｂ型事業　　　　定員 25名 　　日中活動定員  計79名
　④ 施設入所支援事業　　　　　　定員 36名
　⑤ 短期入所事業（空床型）　　　　　　　　　　

２．利用者状況（現員：令和5年3月31日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　
① 生活介護事業　　　　　　　　52名
② 自立訓練（生活訓練）事業　　0名（令和5年度　利用実績なし）
③ 就労継続支援（Ｂ型）事業　　28名
④ 施設入所支援事業　　　      36名
⑤ 短期入所事業                 1名　
日中活動人数  計80名
	人　員
	年齢別利用者数
	平均年齢
	備　考

	
	18～19
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～64
	65～
	
	

	入 所
36名
	男17
	0
	1
	0
	2
	2
	1
	11
	63.0歳
	愛　香　園

	
	女19
	0
	0
	1
	3
	4
	3
	8
	
	

	生活介護
52名
	男26
	0
	1
	0
	6
	4
	1
	14
	61.0歳
	グループホーム　 7名
在　　　　宅　 9名
他施設入所　36名

	
	女 26
	0
	1
	2
	2
	6
	7
	8
	
	

	就労B
28名
	男19
	0
	2
	1
	3
	5
	4
	4
	54.1歳
	グループホーム  21名
在　　　　宅　 6名
他施設入所　 1名

	
	女 9
	0
	1
	0
	3
	1
	1
	3
	
	



３．事業活動
（１）生活介護事業
個別支援計画に基づき、利用者一人ひとりの日常生活活動能力・QOLの維持向上を図り、自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう支援した。
利用者の特性に応じて、生産活動主体の「いずみの里チーム（13名）」、健康維持（介護予防）活動主体の「いきいきチーム（32名）」、就労継続支援（Ｂ型）事業の生産活動へ参加する「はつらつチーム（7名）」の３チームに分かれて活動を行った。また、地域貢献の一環として、地域のごみ拾いを行った。　
［具体的な支援状況］ 
1 生産活動～いずみの里チーム　　
軽作業（干し大根作り・公園管理他）や野菜作りを行った。なお、生産活動収入から経費を控除した額（1か月あたり約3,000円）を利用者に還元した。
2 健康維持（介護予防）活動～全チーム共通
健康体操・散歩等の体力作りの取り組みを行った。また、脳力トレーニングや美術、外部講師を招いての音楽療法を活動に取り入れ、認知機能等の維持を図った。音楽療法は月１回実施したが、町内で新型コロナウイルス感染の陽性者が拡大した時は、外部講師の受入自粛を行った。
3 就労継続支援（Ｂ型）事業の活動へ参加～はつらつチーム
就労継続支援（Ｂ型）事業の生産活動（農作業・薪・炭加工・パン製造・給食事業・門松製作他）へ参加した。また、生産活動による収益（1か月あたり約7,000円）は利用者に還元した。
4 創作活動、余暇活動、社会参加支援～いきいきチーム
絵画・書道などの芸術活動、生花教室への参加支援や趣味（編み物、パズル他）を活かした創作活動を行った。また、内職作業を通じて社会参加支援を実施した。
5 健康管理、生活支援、コミュニケーション支援～いきいき・はつらつチーム
口腔ケア、衛生指導、食事の栄養指導を通し健康への関心を高めた。また、整容・買い物・金銭管理等に関する支援、入浴・排泄・洗濯支援、傾聴・代弁等によるコミュニケーション支援、利用者の家族に対する相談・助言を行った。

（２）自立訓練（生活訓練）事業　
対象利用者不在のため令和５年度は利用実績なし。
（３）就労継続支援Ｂ型事業
個別支援計画に基づき、施設内外で作業の機会を提供し、生産販売活動を通して働くための知識、技術の習得を図った。
［具体的な支援状況］
① 生産活動の状況
【事業体制】　　　
	事　業
	作業内容等
	製品及び利用者派遣先等
	利用者

	農林チーム
	各種木炭･薪の製造販売
門松の製造販売
野菜、椎茸の生産販売
	木炭（6k袋 バーベキュー用他）
薪（松薪 上薪 千本木他）
門松（大・小）
菌床椎茸（生椎茸・乾燥椎茸）
枝豆 サニーレタス 玉葱苗 スイートコーン他
	19名

	
施設外就労
（農林・四ツ葉ショップ・給食チーム）
	段ボール紙梱包
	㈲日高毅商店（工場）
	(28名)

	
	除草作業
	㈲日高毅商店（笹畑管理道・笹遊里ふれあい公園周辺・日高毅商店周辺除草）
	

	
	日和小学校跡地除草作業
	日和地区総合振興協議会
	

	
	中野地区公衆トイレ清掃作業
	邑南町役場
	

	
	水稲苗の移動及び並べ作業
	JA島根おおち広域育苗センター
	

	四ツ葉ショップ
　　　チーム
	パン・菓子製造
	菓子･惣菜パン（20種類以上）
食パン、プリン、コーヒーゼリー、
パウンドケーキ、マドレーヌ、クッキー他
	5名

	
	店舗・訪問販売(小売販売)
	パン･菓子
施設製品（四ツ葉の里各施設他）
地域の農産加工品他
嗜好品
	

	
	精米販売・コイン精米所の管理
	白米
＊四ツ葉の里各施設、グループホームを中心に
販売
コイン精米（一般客による精米利用）
	

	給食チーム
	入所者・通所・いずみの里の食事提供
職員昼食提供
（希望者のみ）
グループホームへの夕食配食
	食器洗い、食器準備、野菜切り、盛り付け、弁当配達、真空パック、清掃を中心に行う
※特に身だしなみ・衛生管理に留意し、食事を提供した
	4名

	利用者合計（令和6年3月31日現在）
	　28名


　　※施設外就労は各事業と兼務　
農林チーム　
・木炭、薪について、一般客やキャンプ施設からの注文、キャンプブーム持続により薪・木炭の受注は増加傾向にあり売上を確保できた。
・門松について、原材料費が高騰したためやむを得ず値上げしたが、例年並みの注文件数であった。
・野菜について、サニーレタス、スイートコーン、枝豆、玉ねぎ苗を中心に生産を行った結果、天候不良や市場価格の低迷等もあり売上の伸びない作物もあったが、概ね例年並みの売上を確保できた。またスイートコーンは、粒が大きく甘みもあり購入された方から高評価をいただいた。菌床椎茸は、日々の栽培管理に努めた結果安定した出荷につながったが、市場価格の低迷や資材や原油価格の高騰により収益率に影響を与えた。
施設外就労
・工賃向上や一般就労への移行の取り組みとして、事業所と作業委託契約及び作業請負契約を結び、希望や適性を考慮して作業を行った。
四ツ葉ショップチーム
　・パン・菓子製造については、美味しく、安心安全な商品作りを目標に取り組んだ。
・食品衛生法の改正に伴いＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理計画書の作成、記録に取り組んだ。
　・季節限定商品の開発に取り組み、製造・販売を行った。
　・新型コロナウイルス感染の影響により、販売等の中止があり、売上が低迷した。
　・新しいオーブンの設置により、パンの発酵・焼成の状態が安定し、品質が向上した。
給食チーム
・概ね順調に食事提供を実施していたが、1月上旬に入所利用者を中心に新型コロナウイルス感染が広がり、厨房に入る入所利用者の出入りを中止した。また、入所利用者への食事提供も使い捨て容器等で対応した。作業面においては、利用者の作業能力が年々高まりつつあり、作業種の幅も広がっている。コロナ禍の中、より一層衛生管理に気を配り、安心・安全な給食作りに取り組んだ。


【工賃向上のための取り組み実施状況】
工賃向上計画に従い「工賃向上のための取り組み」を実施した。




	作業チーム等
	実　施　状　況

	農　　林
	・原木の調達について、町内業者や個人からの仕入れ、また愛香園敷地内の原木伐採により確保することができた。
・菌床椎茸のブロック搬入実施（7月）
・JA主催の菌床椎茸出荷目合わせ会へ出席（11月）
・菌床椎茸巡回指導（9月、10月、12月、1月、2月）
・門松の受注製作など予定通りの売上となった（12月）
・第38回 サンマッシュ全国大会品評会出展（2月）

	四ツ葉ショップ
	・新しい販売先の開拓
・既存商品の見直し
・島根県障がい者就労事業振興センターによる助言・指導

	給　　食
	・新型コロナウイルス感染症により、食事の提供数に影響した

	施設外支援
施設外就労
	・施設外支援→中止した
・施設外就労は契約書通り実施できた

	共　　通
	・就労支援会議において、各事業の収支分析や作業状況の把握・応援体制の調整等についての検討（年12回）
・島根県障がい者就労事業振興センター連絡会議（3月：リモート：職員1名）



［安全衛生面への配慮］
作業に応じた服装（作業服、安全帽、安全靴、エプロン等）や、機械器具の使用については、その都度注意事項の説明や指導を行った。
四ツ葉ショップ・給食チームにおいては衛生面に留意し、身だしなみや消毒（手洗い、うがい、アルコール消毒）を徹底することで、事故を未然に防ぐことができた。また、毎日の作業が終ってからの片付けを徹底することで、安全な作業環境作りに努めた。
［工賃の支払い］
生産活動に従事した利用者に対し、作業種や作業能力等を適切に評価し、応分の工賃を別途定める「愛香園就労支援事業工賃配分規程」により、原則毎月15日に支給した。労働対価に応じた工賃支給により、利用者の労働意欲の向上に繋がった。　　
＊月額平均工賃支給額…一人当たり：29,061円（旧算定方式では25,008円。なお当初目標額は26,500円）
障害特性等により、利用日数が少ない方を多く受け入れる場合があることを踏まえ、平均
利用者数を用いた平均工賃月額の算定方式となったため大幅に増額となった。
※令和5年度と令和6年度の平均工賃月額の算定方式は以下の通り
	令和5年度
	令和6年度

	（1） 前年度における各月の工賃支払対象者の総数を算出
（2） 前年度に支払った工賃総額を算出
（3） 工賃総額（イ）÷工賃支払対象者の総数を算出（ア）
	年間工賃支払総額÷（年間延べ利用者数÷年間開所日数）÷12月



② 就労に向けた取り組み
個別支援計画に基づき、本人の希望を考慮し一般就労に向けての取り組み支援を実施した。令和5年度は1名が一般就労に繋がった。


【支援内容】　
	活動項目
	実施日等
	内　　　　容

	邑南町障がい者就労相談会
	10月25日
	邑南町の事業所や企業が集まる説明会に参加


【支援の成果】
邑南町障がい者就労相談会に参加したことで、地元の事業所や企業等の仕事内容を知ることができた。

（４）施設入所支援事業
　　　　個別支援計画に基づき、夜間・休日も安心して施設生活を営むことができるよう、健康・栄養管理に努めた。また、休日にも地域のボランティア(インフォーマルサービス)等を活用して様々なイベントを企画し、余暇の充実を図った。

（５）短期入所事業
　　　　愛香園生活介護に通所中の利用者1名が、冬季になり在宅生活が困難となったため、11月15日～4月末まで短期入所として受け入れた。当該利用者の短期入所利用期間は、心身のケアを行い、また在宅生活に復帰できるよう各関係機関と連携しながら、安心した生活が送れるよう支援した。

４．日課
【生活介護・入所（愛香園）】
	[bookmark: _Hlk165364156]時　間
	日　課
	内  容

	　6:30
（7:00）
	起　床
	起床・洗面・更衣介助、健康観察、居室整理・換気
　＊休日は7:00起床

	　7：30
（8:00）
	朝　食

	手洗いの徹底                                   
食事の介助（食事マナーの指導・食事摂取量の管理、服薬介助）
　＊休日は8:00朝食

	8:30

	活　動
	ラジオ体操、掃除（各掃除場所に分かれ掃除を行う）
＜通所利用者迎え＞　通所日誌確認　

	9:10
	ミーティング
	朝礼、健康観察（検温他）、あいうべ体操他

	9:30
	
	歯磨き支援、食堂清掃、活動準備

	10:00
	
	ウォーキング、健康体操（介護予防）、生産活動、趣味の活動等

	10:20
	
	早食の利用者の声掛け、誘導、薬の準備、活動の片づけ

	11:30
	
	手洗い、うがいの徹底

	11:35
	昼　食
休　憩
	食事支援（食事マナーの指導・食事摂取量の確認）
服薬介助、歯磨き指導

	13:00
	活　動
	生活支援、健康維持（介護予防）、生産活動、趣味の活動等

	14:00
	
	片付け、手洗いうがいの徹底、水分補給、入浴準備等、健康観察（検温他）
通所日誌の記入

	14:15
	入　浴
	入浴介助（洗体・洗髪等）、洗濯支援、通所利用者送り

	16:00
	ホームルーム
	生活支援、傾聴・相談、金銭出納帳確認・記入、買物支援

	17:20
	
	早食の利用者の声掛け、誘導

	17:30
	夕　食
	手洗いの徹底
食事の介助（食事マナーの指導・食事摂取量の管理）
服薬介助、歯磨き指導

	19:00
	
	他の利用者とのコミュニケーションが取れるようアドバイス・話題の提供
夕べの集い（19：30）、服薬介助

	22:00
（23:00）
	消　灯
就　寝
	健康観察、室温・湿度の調節、寝具等の環境整備
トイレ誘導、排せつ介助（尿器洗浄他）
巡視、不眠時の支援、健康観察　　　　　　　＊休日前夜は23:00就寝



【生活介護（いずみの里）】
	時　間
	日　課
	内  容

	8:30
	出　勤
	＜利用者迎え＞ 8：30～①便　8：40～②便

	 9:20
	朝　礼
	整容チェック、ミーティング、健康観察（検温）、通所日誌確認他

	 9:30
	活　動
	健康体操、生産活動、除草作業、趣味の活動、傾聴・相談他

	12:00
	昼　食
	手洗い・消毒の徹底、食事マナーの指導、服薬見守り、歯磨き指導

	13:00
	活　動
	健康観察（検温）、生産活動、傾聴・相談、除草作業、健康体操、所内清掃
通所日誌記入、趣味の活動他
音楽療法（月1回～愛香園）
ミーティング、戸締りチェック、退勤準備

	15:30
	退　勤
	＜利用者送り＞ 15：30～①便　16：00～②便



【生活訓練】
	時　間
	日　課
	内　　容

	8:30
	出　勤
	出勤確認（通所日誌確認、健康チェック）・ラジオ体操

	
	朝　礼

	ミーティング（挨拶の練習、日程確認）
生活チェック（身だしなみ、健康確認、相談支援他）

	8:45
	生産活動

	作業内容の確認、指示、作業支援
＊休息10:00～10:15

	12:00

	昼　食
休　憩
	手洗いの徹底
食事マナーの指導、食事摂取量の見守り、服薬確認他

	13:00
	生産活動
訓練取組


	作業指示、確認
作業支援、生活訓練のための取り組み（支援）月6回15:30～16:00
・ホームルーム（相談支援等）…毎週金曜日 16:15～16:30
＊休息15:00～15:15

	16:10
16:15
16:30

	作業終了
館内清掃
退　勤
	片付け、次回作業の確認　　　　　※金曜日は16：00より館内清掃
各掃除場所に分かれて行う　　　　　を行う
通所日誌の記入




【就労継続支援Ｂ型】
	時　間
	日　課
	具  体  的  な  内  容

	8：30
	出　勤
生産活動
	出勤確認（通所日誌確認、健康チェック（検温他））・ラジオ体操
作業内容確認・指示、作業支援　　　　　　　　※休息10:00～10:15

	12:00
	昼　食
休　憩
	手洗いの徹底、食事マナーの指導、食事摂取量の見守り、服薬（検温他）

	13:00



	生産活動



	作業指示、確認、作業支援
・ホームルーム（悩みごと相談支援等）……毎週金曜日 16:15～16:30
・ホームルーム以外でも必要に応じ、随時相談支援を行う
※休息15:00～15:15

	16:10
16:15
16:30
	作業終了
館内清掃
退　勤
	片付け、次回作業の確認　　　　　※金曜日は16：00より館内清掃
各掃除場所に分かれて行う　　　　　を行う
通所日誌の記入



※四ツ葉ショップ　
営 業 日 … 月曜日～金曜日
営業時間 … 月曜日　11：30～14：00
勤務時間 … 8：30～16：30
※各チームの作業時間は1日7時間とし、気象条件によっては出勤時間の変更や作業内容を調整するなど安全面にも配慮しつつ、快適で効率的な作業環境づくりに努めた。
※施設外就労では、派遣先の企業等と契約書を取り交わし契約内容通り実施することができた。

[bookmark: _Hlk101951014]５．栄養・健康管理　　
（１）栄養管理
・新型コロナウイルス感染防止のため食堂内のレイアウトを変更し、座席の間隔を保ちながら対面で座らないよう調整した。
・食堂内が密にならないよう時間差による食事提供を行い、食事後には机や椅子をアルコール消毒し、安心して食事ができる環境を確保した。
・家庭的雰囲気をかもし出すよう食事中に音楽を流し、事業所内で収穫される旬の新鮮な食材を主に使用しながら、季節感のある献立づくりを行った。
・年一度（4月）実施の嗜好調査結果をもとに、誕生月にリクエストメニューを提供し、行事食・飲酒等も取り入れ、明日への作業・生活意欲が増すよう心がけた。
・利用者の高齢化、重度化に伴い個々にあった食事形態、自助食器の使用、各種治療食の　　　　提供、１日3食の食事のカロリー調整を行い、利用者の健康維持・増進に努めた。

1  献立づくり
　　・年齢幅（23～83歳）があり、利用者の嗜好、リクエストメニューを考慮した献立作りに取り組んだ。
・栄養基準量は、年齢性別の加重平均で算出し献立を作成している。その他、作業量・身体状況・嗜好等を考え、主食・主菜・副菜の量で摂取カロリーを調整した。

（年齢別１人当たりの平均　R5.4月～R6.3月）
	
	エネルギー（Kcal）
	たんぱく質（ｇ）
	脂質
（ｇ）
	炭水化物
（ｇ）
	塩分相当量（ｇ）

	18～29歳
	2320
	85
	60
	320
	男性
7.5未満

女性
6.5未満

	30～49歳
	2370
	90
	65
	325
	

	50～64歳
	2270
	85
	60
	310
	

	65～74歳
	2120
	80
	60
	290
	

	75歳以上
	1870
	70
	50
	260
	


② 生活習慣病の予防
・肥満傾向の利用者には主食・主菜の量にてカロリー調整を行う。
入所　23名　　通所　11名
・汁物は塩分測定器を使用し、減塩に努めた。
・治療食：糖尿食（1440Kcal）　　1名（入所）、2名（通所）　
　　　　　　　糖尿食（1520Kcal）    2名（入所）
　　　　　　　肝臓食　　　　　　　　2名（入所）
　　　　　　※医師による食事箋に則って実施。
③ 新鮮で安心・安全な食事提供
・事業所内で育てた旬で新鮮な野菜を多く使用した。
・嚙む力、嚥下力が低下している利用者への食形態変更
【刻み食】　入所　12名　　通所　2名
④ 嗜好に配慮した食事
・リクエストメニュー（誕生月）
・代替え食の対応・・・アレルギー（そば、鯖）や嗜好によって食べられない利用者には献立変更を行った。

（２）健康管理
利用者が日々健康で安心した生活を送ることができるよう個々の健康状態を観察し、異常の早期発見・早期治療に努めた。また、新型コロナウイルス等の感染対策や転倒などの事故防止に取り組んだ。
① 健康観察
・バイタルサインのチェック
・体重、血圧測定（１回／月）　※高血圧治療者は入浴前に血圧測定を実施　　　　　　　　
② 健康保持・増進
・介護予防運動の実施
・朝食後ブラッシング指導を実施　　
③ 健康診断とがん検診の実施（施設入所者）
	検診項目
	受診人数
	実施日
	精密検査人数
	精密検査結果

	定期健康診断
	38名
	　5月25日
	9名
	9名　異常なし

	胃がん検診
	2名
	9月5日
	なし
	

	前立腺がん検診
	 2名
	9月5日
	なし
	

	大腸がん検診
	 7名
	9月5日
	なし
	

	子宮がん検診
	 7名
	10月17日
	なし
	


※健診後、嘱託医へ上申し精密検査・生活習慣改善の指示を受け健康管理に取り組んだ
④ 定期受診（施設入所者）
・内　科　30名　　・整形外科　 2名　　・泌尿器科　 2名　　・精神科 　19名
・皮膚科　 3名　　・眼    科　11名　　・婦 人 科　 2名　  ・歯  科　 6名
⑤ 感染症対策
・インフルエンザワクチン接種 　令和5年11月13日実施 （利用者 57名　職員31名）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _Hlk37958567][bookmark: _Hlk132895138]・新型コロナウイルスワクチン接種 【6回目】
令和5年7月3日実施（利用者 35名　職員 8名）
　　　　　　　　　　　　　　　　 　令和5年7月26日実施（利用者8名　職員13名）
　　　　　　　　　　　　　　　　 【7回目】　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和6年3月18日実施（利用者21名　職員17名）
⑥ 嘱託医・協力医療機関による診察
・内科診察　　 年3回　　 令和5年 9月 11日（38名）
令和5年 9月 20日（20名）	
令和6年 3月 18日（47名）
・精神科相談　 毎月2回　 第2・3金曜日　実施（7～14名／回）
⑦ 保健に関する自立支援
・薬カレンダーを使用し、薬の自己管理
⑧ 入退院の状況（施設入所者）
	診療科
	人　数
	病　名

	精神科
	3名
	統合失調症他

	内科
	4名
	肺炎他

	計（延人数）
	7名
	








６．年間行事、余暇活動等
（１）年間行事
	月
	行　　　事

	4月
	花見会（生活介護 12日、就労 14日）
館内ワックスがけ（12日）

	5月
	園外の環境整備（除草作業）（23日）

	7月
	園内外の環境整備（19日）

	8月
	納涼会（3日）

	9月
	夕涼み会（7日）

	10月
	園内外の環境整備（3日）
館内ワックスがけ（12日）
家族交流愛香祭（21日）
町内の食事会
秋の旅行（生活介護 12日、就労 27日）

	11月
	町内の食事会

	12月
	町内の食事会　クリスマス会（16日）

	2月
	町内の食事会

	3月
	町内の食事会　ひな祭り会（7日）


（２）休日活動日
・年18回（日中活動全体：11回、生活介護のみ：7回）、土曜日または祝日を活動日とし、行事や生産活動・創作活動を行った。
（３）余暇活動
生花教室…毎月第2・4土曜日（参加者8名、1回に2～3名が順次参加）
※コロナ禍による感染予防対策のため、数回開催を見送った
（４）施設広報誌「ぐっとたいむず」の発行
1  春号　令和5年 4月
2  夏号　令和5年 8月
3  秋号　令和5年11月
4  冬号　令和6年 1月

７．委員会活動
（１）地域交流委員会
　　　地域に開かれた施設づくりと地域の方々に施設を理解していただくことを目的とし、行事等への参加に向けて計画を行った。新型コロナウイルス感染症が5類に移行したことにより、地域でのイベントや園内外の行事等も徐々に再開している。四ツ葉の里夏まつりは、花火だけであったが地域貢献につながった。また、家族交流愛香祭では出羽神楽団を招き神楽の鑑賞をするなど、ご家族の方と一緒に楽しいひとときを過ごすことができた。
① 年間行事（各支援事業共通）
	実施日
	行　　　　事

	中止
	愛香園親善グラウンド・ゴルフ大会

	6月8日
	第33回 四ツ葉の里 記念ふれあいデイ

	8月3日
	第40回 四ツ葉の里 夏まつり（花火のみ開催）

	
	※代替行事として園内納涼会を開催　8/3（木）11：30～15：30 

	10月21日
	家族交流愛香祭　9：40～16：00


② イベント･即売　
	実施日
	即売イベント

	4月2日
	加茂の春市　即売

	11月8日
	第18回邑南町総合福祉大会　即売

	中止
	井原彼岸市　即売


③ 実習、交流学習
	実施日
	体験学習等

	10月2日
～10月13日
	石見養護学校後期現場学習
（高校1年生 4名）



（２）企画調整委員会
職員、利用者間の協調と親睦を図るイベントや、施設内外の美化活動等について企画し実施した。新型コロナウイルス感染防止対策を講じた行事となっている。
	[bookmark: _Hlk8809243]実施日
	行　　　　事

	4月12日
	花見会（介護利用者）
～日貫公民館（レクリエーション・クレープ喫食）
館内ワックスがけ
（男子棟・女子棟・食堂・多目的ホール・厨房　その他）

	4月14日
	花見会（就労利用者）イオン大田店～買い物

	5月23日
	園外の環境整備（除草作業）

	7月19日
	愛香園内外の環境整備（前期）

	10月3日
	愛香園内外の環境整備（後期）

	10月12日
	秋の旅行（介護利用者）
～アクアス、千畳苑、ゆめタウン浜田
館内ワックスがけ（全館）

	10月27日
	秋の旅行（就労利用者）
～賀茂川壮、コカ・コーラ広島工場

	10月～2月
	町内での食事会（生活介護、就労併せて15班に分かれ、町内の飲食店で開催）

	12月16日
	クリスマス会



（３）危機管理委員会
愛香園を利用する方が安心、安全に過ごせるための環境整備を目指し、生活・活動上の課題解決に取り組んでいくことで質の高い施設サービスを提供していくよう努めた。
・11月の総合訓練後、消防職員の指導により、水消火器を使用して安全な消火方法について学んだ。
・防災点検については、自主点検を年6回実施するとともに、消防設備業者による消防用設備等の点検を年2回実施した。
・非常食の備蓄状況を確認し、備蓄予定数の補充を行った。
・愛香園で新型コロナウイルス感染症が流行したため、２月に予定していた日中想定の避難訓練は中止した。

	実施日
	内　　容
	備　　考

	5月22日
	緊急連絡対応訓練
	緊急連絡網の連絡状況の確認

	6月27日
	非常食在庫確認
	備蓄されている非常食の在庫確認

	7月10日
	避難・通報・消火訓練
	実施時間（16：30～）夜間想定

	9月13日
	自然災害（地震）想定訓練
	実施時間（11：00～）日中想定

	9月27日
	いずみの里避難訓練
	実施時間（13：30～）日中想定

	10月16日
	避難通報訓練
（四ツ葉ショップ）
	実施時間（13：30～）

	10月26日
	四ツ葉の里防災訓練
	実施時間（13：30～）

	11月 6日
	消防総合訓練
救急講習会実施
	総合訓練実施時間（13：15～）日中想定
救急講習実施時間（14：00～）
AEDを使用しての心肺蘇生法、応急手当の講習

	2月29日
	避難・通報・消火訓練
	実施時間（16：00～）夜間想定

	年6回
	防火検査・消防設備等の点検
	自主点検



（４）サービス向上委員会
　【１】職員研修
1 内部研修
利用者の高齢化や重度化に対応できるよう、介護技術の実技研修や障害（自閉症）を理解するためのDVD視聴の研修を実施した。自閉症の研修に関しては、DVDの視聴研修以外に島根県西部発達障害者支援センターウィンドに研修講師を依頼していたが、新型コロナウイルス感染対策のため中止とした。この研修に関しては、令和６年度に実施予定。

	　開催月
	内　容
	場　所
	参加
人数

	4月
	「あいサポート研修」
	愛香園会議室
	12名

	6月
	介護技術研修
	作業等及び居室
	10名

	8月
	　自閉症の理解
「自閉症の人の学習スタイル」（DVD）
	愛香園内各部署
	16名

	8～11月
	職員研修（泊付き、日帰り）
	広島県　愛媛県
	40名



②外部研修
　　　　　組織人としての問題解決能力の育成や自己啓発の促進を図ることを目指し、各種団体が主催する研修への参加を実施した。
	開催日
	内　容
	場　所
	参加
人数

	4月13日
	新型コロナウイルス感染症対策研修会
	浜田市
	1名

	5月22日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会主催
　研修会「情報収集・情報提供ってどうしてる？」
	川本町
	1名

	5月29～
30日
	福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程
【チームリーダーコース】
	浜田市
	2名

	6月20日
	インボイス制度研修会
	邑南町
	2名

	6月30日
	第8回　SARAYA感染対策Webセミナー
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	7月5日
	島根県知的障害者福祉協会主催
　施設長・管理者研修会
	松江市
	1名

	7月6日
	安全運転管理者等講習会
	川本町
	1名

	7月7日
	邑南町特別支援連携協議会主催
　研修会「思春期の子ども理解について」
	邑南町
	1名

	7月13日
	就労継続支援事業所職員の基礎研修会
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	7月20～
21日
	第62回　中国・四国地区
知的障害関係施設職員研究協議会
	岡山市
	3名

	7月25日
	令和5年度　サービス管理責任者更新研修・
児童発達支援管理責任者更新研修
	出雲市
	1名

	8月29～
30日
	令和5年度　強度行動障害養成研修（基礎研修）
	浜田市
	1名

	9月27～
28日
	中堅職員スキルアップ研修
	出雲市
	1名

	10月10日
	福祉送迎運転者講習会
	浜田市
	2名

	10月18日
	看護職員等研修会
	出雲市
	1名

	11月7～
8日
	支援スタッフ研修会
	松江
	1名

	11月10日
	島根県知的障害者福祉協会
地域支援部会研修会
	江津市
	1名

	11月15日
	令和5年度　島根県知的障害者福祉協会主催
　栄養士・調理員等研修会
	松江市
	2名

	11月29日
	令和5年度　メンタルヘルス研修
　【一般職コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月7～
8日
	第10回　中国地区障害者支援施設部会研修会
	松江市
	3名

	動画視聴期間
12/1～1/31
	社会福祉法人会計実務研修【入門コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	
	社会福祉法人会計実務研修【中級コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	3名

	
	社会福祉法人会計実務研修【上級コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月19日
12月20日
	令和5年度　リスクマネジメント研修
　【一般職コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	2月8日
	令和5年度　農福連携推進研修会
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月19日
	令和5年度　社会福祉法人役員研修
「組織の健康経営の推進について」
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月20日
	令和5年度　島根県障がい者
虐待防止・権利擁護研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月22日
	食品衛生責任者養成講習会
	川本町
	1名

	3月1日
	令和5年度　障害福祉サービス経営セミナー
	出雲市
	1名

	3月8日
	売り場に学ぶ商品づくり
～買う理由・買わない理由は大きなヒント
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名



【２】福祉サービス評価
　　　　　全常勤職員を対象にサービス評価（自己評価）を２月に実施した。集計後は委員で分析し、職員回覧で周知を行うことで福祉サービスの向上に努めた。

　【３】ヒヤリハット活動
　　　　　前年度と比較すると報告件数が減少していたが、ヒヤリハット報告があった際は、各事案について未然に防ぐための対策を検討し実施した。職員に周知することにより、質の高いサービスにつなげることができた。

（５）保健・給食委員会
利用者が食生活を通じて健康に過ごすことができるよう、意識付けを行った。また、環境整備を行い、食中毒や感染対策に努めた。

（６）職員処遇検討委員会
1 職員のヒアリング
各所属課で業務やプライベートのことなど話をする機会を設け、職員同士のコミュニケーションを図り組織力向上に努めた。
② 職員からの意見等の聴き取り
職員より処遇や職場環境の問題点・意見・要望等を聴き取り、働きやすい職場環境づくりと業務改善に努めた。

（７）権利擁護委員会
邑智福祉振興会が定める利用者の権利擁護規程に沿って、個人の尊厳を大切にしなが　　　　　　　ら個人を取り巻く各種権利を守り、自己決定や自己実現の機会が得られるような取り組　　　みを行った。また、施設が行うべき配慮や説明義務を念頭に、職員の利用者に対する姿　　　勢や施設の方針を明確に定め、利用者の権利擁護の推進を目指していく。

【取り組み内容】
	実施日
	内　容

	4月 1日
	入職時研修
「障がい者の虐待防止・権利擁護について」

	4月18日
	第1回権利擁護委員会会議開催
令和5年度の活動計画の検討

	5月16日
	第2回権利擁護委員会会議開催
身体拘束について、ヒヤリハット記録の検証会議実施

	6月 6日
	第3回権利擁護委員会会議開催
職場環境の検証、身体拘束について、ヒヤリハット記録の検証会議実施

	6月29日
	権利擁護研修実施　内容:「１５分でわかるセルフケア」

	7月4日
	第4回権利擁護委員会会議開催
苦情等について、ヒヤリハット記録の検証会議実施

	8月8日
	第5回権利擁護委員会会議開催
ヒヤリハット記録の検証会議実施

	9月 5日
	第6回権利擁護委員会会議開催　虐待セルフチェックリスト実施
身体拘束について、ヒヤリハット検討会議実施

	10月 3日
	第6回権利擁護委員会会議開催
身体拘束・虐待防止・ヒヤリハットについて検討会議実施

	10月25日
	「虐待防止セルフチェックリスト」実施報告

	11月 7日
	第7回権利擁護委員会会議開催
虐待防止についての報告・職場環境の検証会議実施

	12月 5日
	第8回権利擁護委員会会議開催
苦情・ヒヤリハットについて検討会議実施

	12月26日
	権利擁護研修実施　内容：意思決定支援について

	1月、2月
	権利擁護委員会会議コロナ感染対策で開催中止

	2月
	虐待防止チェックリスト実施

	2月27日
	権利擁護研修実施　内容:「不適切な身体拘束を防止するためにできること」

	3月 5日
	第9回権利擁護委員会会議開催
苦情相談、虐待防止チェックリスト報告会議実施

	3月26日
	権利擁護研修実施　内容:「虐待防止チェックリストの内容報告」



（８）感染症対策委員会
新型コロナウイルス感染をはじめとする感染症対策に関する施設全体及びグループホームの課題を把握し、改善策を協議する等の感染防止対策活動を行った。
【活動内容】
・感染症対応設備の充実
・職員へのマスク配布
・利用者への感染対策への意識向上に努め、マスクの着用を推進した。
８．苦情解決状況
（１）苦情相談日の開催
・苦情解決状況の報告
　　〇前期　…令和5年10月30日（月）開催（令和5年4月1日～令和5年9月30日）
　　〇後期　…令和6年4月24日（水）開催（令和5年10月1日～令和6年3月31日）
（２）苦情解決の取り組み
意見箱への投書の他、日常の相談業務の時間等の多様な機会を活用し、意見・要望の把握に努めた。また、文字が書けない・要望を上手く表現することが難しい利用者に対しては、職員が代筆し対応した。なお、意見箱は毎日（平日）確認し、どんな意見・苦情に対しても真摯に受け止め、対応した。
令和5年4月1日～令和6年3月31日　　　　　　　　　　　
	苦　　情
	相談・要望
	合　計

	1
	8
	9


　
９．家族会（愛香園信和会）
　　　新型コロナウイルス感染防止のため、計画していた事業が一部実施できないものもあったが、利用者一人ひとりがより良い環境で過ごせるよう家族と協力して事業を実施した。
【信和会事業活動】
	実施日
	事　業　内　容
	場　所
	摘　要

	書面審議
	信和会総会
	

	同意あり　94名
同意なし　 0名
返信なし　 7名

	6月14日
	令和5年度島根県知的障害者施設
保護者会連合会理事会
	出雲市

	保護者会長

	中止
	ふれあい交流会
	
	

	7月20日～
　　　21日
	第62回
中国・四国地区知的障がい関係施設
職員研究協議会
	
岡山県

	保護者会長
職員1名

	9月16日
	信和会理事会
	愛香園
	理事10名

	9月23日
	令和5年度島根県知的障害者施設
保護者会連合会研修会
	出雲市
	家族2名

	10月21日
	家族交流愛香祭
	愛香園
	19家族 28名

	中止
	三者合同交流会
（利用者・家族・職員）
	
	

	欠席
	手をつなぐ育成会中国四国大会
	
	

	3月
	令和6年能登半島地震義援金
島根県知的障害者施設保護者会連合会へ

	
	義援金1万円

	3月
	慰労会
	愛香園

	








【Ⅲ　障害者支援施設　くるみ邑美園】

１．事業内容
① 生活介護事業　　　　　　　定員73名
② 施設入所支援事業　　　　　定員73名
③ 短期入所事業　　　　　　　空床型		
２．利用者状況
 令和6年3月31日現在
	人　　員
	年齢別利用者数
	平均年齢
	備考

	
	19以下　　
	20～29
	30～39
	40～49
	50～59
	60～65
	
	

	[bookmark: _Hlk38888049]施設入所
66名
	男 49
	0
	4
	5
	23
	14
	3
	46.2
	くるみ邑美園

	
	女 17
	0
	0
	2
	7
	8
	0
	48.7
	

	通所利用
1名
	男  0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	在　宅  1名

	
	女  1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	29
	

	短期入所
1名
	女  1
	延利用日数　13日


　　※生活介護利用状況～67名（施設入所66名、通所利用1名）
３．事業別報告
（１）生活介護事業
それぞれの活動班において計画を立て、利用者個々に合った日中活動を行った。働くことや作業・活動に対する意欲を持ち、充実した時間を提供することで落ち着いた生活が過ごせるよう支援を行った。

【各班の取り組み状況】
	活動班等
	取り組み内容

	事業活動班
【農園芸】
【リサイクル】
男性12名
女性04名
※事業活動班全体の所属数
※活動は分散して実施
	①　園芸用配合土、籾殻燻炭の製造等
　　委託販売：香木の森、雲井の里、四ツ葉ショップ等で販売
②　野菜の栽培、加工品の製造
　　委託販売：四ツ葉ショップ
③　環境整備：草抜き、街路樹剪定、施設周辺の草刈り等
④　缶作業：空き缶収集、選別、プルタブ・キャップ取り、プレス作業、出荷（※雨天時は屋内で塗り絵などレクリエーション活動）
⑤　口腔ケア：週5回職員の手によるブラッシング
⑥　健康維持：毎週金曜午後事業活動班園内外でのウォーキング

	訓練活動班
男性14名
女性10名
（内通所1名）
	1 個別活動：ちり紙折り、牛乳パック切り、油取りっこちゃん作り、ビーズ通し、ペグ刺し、パズル、ブロック、花台磨き、コイン・キャップ入れ、塗り絵を行った。
2 運動の日：毎週火曜日、木曜日に実施。（棟内外でのウォーキング、レ　　　　　クリエーション活動）
③　余暇支援(午後)：自販機利用、ちり紙折り、牛乳パック切り、ドライブ、散歩、買物支援
④　口腔ケア：週５回職員の手によるブラッシング

	ステップ班
男性 7名
女性 4名

	①健康、機能維持活動
利用者が無理のない程度に、棟内ウォーキングを午前10時20分頃から30分程度行い、利用者の運動不足などの解消と残存機能の維持に努めた。
②課題作業：利用者一人ひとりに合った活動(パズル・玉通し等)を行　　　　い、手の機能維持に繋げた。利用者が主体的に行えるようコミュニケーションを取りながら、活動の楽しみに繋げた。
③他の活動班から移行を進めるための取組について実施した。今後利用者の活動場面における環境変化の配慮点について確認した。

	アート班
男性16名
	課題活動：A班、B班の2班に分かれて日中活動を行った。A班は作業棟でのそれぞれの課題作業に取り組み、B班はワーク棟での作業、活動をできる限り実施した。ひまわり棟内での活動（棟内ウォーキング・軽作業等）も行い活動にメリハリをつけた。

	○社会参加活動（各班共通）
	　生活体験活動：月1回
月に１回普段の活動と違う生活体験・社会体験を園内外で取り組んだ。主として気分転換と体力づくりを目的に、季節感に配慮した活動を行った。

	○音楽療法
（各班共通）
	　外部講師を招き、音楽に合わせ簡単な運動や楽器演奏を行った。言葉が
話せない利用者も、楽器を使用することで職員とのコミュニケーション
を図ることができた。

	○休日活動日
（各班共通）
	毎月2～3日、休日に活動日を設け、定型活動ではなく利用者が楽しめる内容（映画・DVD鑑賞、調理実習、散歩など）を提供することで、余暇の充実と施設生活の潤いに繋げる目的として取り組んだ。



（２）入所支援事業
① 個別支援計画に基づいた支援
 ② 生活環境の整備
③ 感染症の予防
の３項目を主たる柱として、利用者一人ひとりの人権を尊重し利用者の生活能力の維持、向上を目指し生活支援を行った。利用者の特性に応じて住まいの場（棟）を4つに分け、個別支援の充実に取り組んだ。

【各棟別取り組み状況】（主たる項目以外に取り組んだ内容）
	棟
	支援の概要
	取り組み内容

	あすなろ棟
（男性棟）
26名
	個別支援サービス計画に基づき、支援員間で情報の共有を図り統一した利用者支援を行う
自閉傾向の利用者には見通しが持てる支援を行い、情緒の安定を図る
口腔衛生の向上に努める
ウォーキングによる体力維持及び向上を目指す
	・サービス計画に基づいた個別支援の充実を図り、利用者一人ひとりに平等な支援の提供を行った。利用者の性格や特性の情報を職員間で共有し、担当職員以外でも支援が行えるよう努めた。
・行事、日課の変更などあった場合は紙媒体を使い内容や時間などを視覚的に分かりやすく提示した。
・毎食後と平日は、午前午後に分けて入念な口腔ケアを行った。

	やよい棟
（女性棟）
13名
	
	・利用者特性の再確認を日頃から行い、不穏時対応をどの職員も適切に対応できるよう情報共有に努めた。またより細かな情報を把握できるようフェイスシートを書式から新しく作り直した。
・感染対策に伴い棟隔離を行った際には、見通しが持てるよう、棟隔離のスケジュールを利用者・職員が把握できたことで、自閉傾向の利用者も混乱なく落ち着いて受け入れる事ができた。
・個別支援表を作成し、利用者が平等かつ充実した個別支援に繋げた。その結果、前年度と比較し全利用者が個別支援(買い物、ドライブ等)の回数が増えている。

	千鳥棟
（重度障害）
男性7名
女性5名
	活動を通じて、楽しみながら健康・残存機能の維持を図る
	・口腔ケアの時間を設けることで、口腔内衛生に取り組む。
・ウォーキングや機能訓練で、健康・残存機能維持に取り組んだ。
・棟内にて、創作活動や余暇活動で楽しみながら気分転換を図った。
・ひまわり棟から男性利用者1名の移行受入れを計画、実行する。段階を見極めながら移行を進める。

	ひまわり棟
（自閉症スペクトラム）
男性16名
	自閉症・強度行動障害のある方の安定した生活の場の提供を目指す
日課表の提示を全体に統一して行うことで、情報の混乱を避け見通しの持てる生活を提供する
	・毎週土曜日に気分転換を図ることを目的
とした外出支援や調理実習を行った。
・毎月誕生日会を開いてケーキを食べ、その写真を撮って保護者宛てにバースデーカードにして送った。
・要望があった時や定時に時間を決め、居室を使用してくつろぐことができるように支援することで情緒の安定を図った。
・保護者との信頼関係を構築するために、連絡を密にした。




【日課】（生活介護事業日課含む）
	あすなろ・やよい棟
	ひまわり棟
	千鳥棟

	時間
	日課
	内　容
	時間
	日課
	内　容
	時間
	日課
	内　容

	7：00
	起床
	起床・洗面・更衣
排泄　居室整理
	7：00
	起床
	起床・更衣・排泄
	7：00
	起床
	起床・洗面・更衣
排泄

	7：45
	朝食
	手洗・服薬・歯磨
	7：30
	朝食
	手洗・服薬・歯磨
洗面
	7：30
	朝食
	手洗・服薬・歯磨

	
	8：30
9：30
	掃除
	掃除
健康観察　整容
	9：00
	
	健康観察・整容
	9：00
	
	健康観察・整容

	※生活介護事業（各棟共通）
活
介
護
︵
各棟共通
︶
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	10：00
	活動
	生産活動
訓練活動
クラブ活動他
	10：00
	活動
	課題作業　
訓練活動
クラブ活動他
	10：00
	活動
	機能訓練活動
クラブ活動他

	
	11：30
	昼食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助
	11：30
	昼食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助
	11：30
	昼食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助

	
	13：00
	活動
	生産活動
訓練活動
	13：30
	入浴
	入浴
（洗体・更衣）
健康観察
	13：30
	入浴
	入浴
（洗体・更衣）
健康観察

	
	14：00
	入浴
	入浴（洗体・更衣）
	15：00
	
	水分補給
	15：00
	
	個別支援

	
	
	
	個別支援
	
	
	個別支援
	
	
	個別支援

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	17：30
	夕食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助
	17：30
	夕食
	手洗・服薬・食事歯磨・介助
	17：30
	夕食
	手洗・服薬・食事
歯磨・介助

	
	
	余暇支援
就寝準備・排泄
健康観察
	
	
	余暇支援
就寝準備・排泄
健康観察
	
	
	余暇支援
就寝準備・排泄
健康観察

	21：00

	消灯
就寝
	
室温調整
	21：00
	消灯
就寝
	
室温調整
	21：00
	消灯
就寝
	
室温調整


※生活介護営業日：月～金曜日（祝祭日、年末年始を除く。但し、施設長が認めた日を含む）
【休日活動日】：月1回以上、土曜日又は祝日を活動日とし、行事や余暇活動等を実施した。
※生活介護営業時間：9：00～16：30 
※休業日日課(日中)　午前～自由時間（健康観察・見守り支援）10：00～12：00
　　　　　　　　　　午後～入浴・自由時間（入浴支援・健康観察・見守り支援）13：00～15：30
（３）短期入所事業
利用実績については「２．利用者状況」に記載のとおり。

４．保健衛生
（１）健康診断の実施
〇内科検診　　（年2回）　　　○尿検査　　　　（年1回）
○結核検診　　（年1回）　　　○貧血検査　　　（年1回）
○心電図検査　（年1回）　　　○血液検査　　　（年1回）
【内科検診】　
	前期　（令和5年10月4・23日）
	後期　（令和6年2月19・26日）

	66名
	66名


【各種検診結果】
① 検診結果内訳　検査実施日　胸部Ｘ線：11月9日、血液検査他：7月27日
	
	胸部X線
	心電図
	貧血検査
	肝機能
	血中脂質
	血　糖
	腎機能
	尿　酸

	実施者数
	67名
	63名
	64名
	64名
	64名
	64名
	64名
	64名

	未実施者数
	0名＊1
	4名＊2
	3名＊1
	3名＊1
	3名＊1
	3名＊1
	3名＊1
	3名＊1

	判
定
内
訳
	異常なし
	64
	57
	57
	55
	61
	64
	63
	57

	
	軽度異常
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	要経過観察
	
	5
	1
	8
	
	
	
	

	
	要治療
	
	
	
	
	
	
	
	1

	
	要精密検査
	3
	1
	1
	1
	
	
	1
	2
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	治療中
	
	
	5
	
	3
	
	
	4


※要精密検査者について、順次受診を促し、精密検査項目によっては嘱託医や精神科主治医に相談し、結果についてのフォローを実施した。
※未実施者
＊1は入院のため。
＊2は入院と測定不能のため。
② 歯科検診内訳（重複者あり）     　　　　　検査実施日: 1月25日　検診者数:64名
	治療の必要のない人
	要観察歯のある人
	虫歯のある人
	歯肉炎のある人

	49名
	22名
	15名
	22名



【受診者状況】（服薬治療者）
	こころｸﾘﾆｯｸせいわ
	大隅医院
	公立邑智病院
	加藤病院

	56名
	30名
	5名
	2名


① こころクリニックせいわ　精神科診察月2回
　　　　　脳波検査　 1名、　CT検査　1名　　　
採血者　 3ヶ月毎実施
	5月10日・16日
	7月20日・8月1日
	10月19日・26日
	1月14日・2月5日

	54名
	53名
	55名
	56名



② 邑智病院　定期受診　月1回又は2～3ヶ月に1回
　　　　　　　　 血液検査実施者（ 1名）
③ 大隅医院　血液検査実施者（22名）
利用者の高齢化もあり嘱託医への定期受診に加え骨粗鬆症、尿酸、貧血等の内服者増加。
④ 不定期受診者
発熱、怪我、皮膚疾患等の症状に応じて受診を行った。
⑤ 感染症対策
今年度、新型コロナウイルス感染症対策のため、利用者の日々の健康観察方法の見直し、消毒の徹底を行い、発熱や体調不良を早期に発見し感染を拡げない取り組みを行った。

※新型コロナウイルスワクチン接種　　6回目　7月05日・8月2日　64名
　　　　　　　　　　　　　　　　　（回数は通算）　　7回目 01月22日・31日　0　64名
※インフルエンザワクチン接種　　　         11月20日  　　　　 67名
５.　栄養管理
（１）生活活動･年齢･性別に応じ個別に栄養量を算出し、加重平均栄養量に基づいて献立作成した。
※平均栄養摂取量
	エネルギー
	2,105Kcal
	レチノール活性
	453μg

	たんぱく質
	73.0g 
	ビタミンB1
	0.96mg

	脂質
	55.1g
	ビタミンB2
	1.00mg

	炭水化物
	306.9g
	ビタミンC
	95mg

	カルシウム
	823mg
	食物繊維
	18.3g

	鉄
	14.1mg
	





※エネルギー：高齢化のため昨年（2,123㎉）より18㎉減。
・主食…350g、300g、250g、200g、150g、100g、食パン
　　　　お粥（600g、300g、230g）
副食…大盛り、中盛り、小盛り
・個人のエネルギー摂取量については、年齢・生活活動量に応じ主食・副食の量で調節した。
（２）治療食の実施
・脂質制限食（1,800Kcal）：1名
（３）刻み食（ペースト食を含む）の対応
	一口大（1.5～2㎝）
	8名
	小刻み（0.5㎝以下）
	3名

	中刻み（1～1.5㎝）
	14名
	ペースト
	3名


・年齢による活動量の低下や咀嚼の有無、歯の状態の悪化により普通食をそのままの状態で食べることができない利用者が増えている。
・料理の内容や食事形態を見直し安全に食べてもらえるよう配慮した。
（４）代替食の対応
	アレルギー
	鯖、鰆、マンゴー

	主　　　食
	パン類、麺類、炊き込みご飯、栗ご飯、混ぜご飯、おはぎ、丼物、白ご飯、お粥

	主　　　菜
	納豆、豆腐、卵、えび

	そ　の　他
	ブロッコリー、大葉、チーズ、ベーコン、紅生姜、ピオーネ、スイカ、牛乳


・それぞれ苦手な食材には献立や食材を変更し、調理方法を工夫して提供した。
・アレルギー発症件数：0件
（５）自助食器の利用
・自助食器、持ち手付スープ碗、両手マグカップ、マグカップ、スプーンを使用し、食事を自力で摂取しやすく、また食べこぼしを少なくできるようにした。
（６）行事食の実施
　　・感染症対策のため、施設の行事による行事食の提供は行わなかったが、彼岸、土用の丑　　　の日、クリスマス、お正月、節分、ひな祭り等季節の行事に合わせた食事の提供に努めた。
（７）嗜好調査の実施（3月実施）
・今まで提供した料理の写真を参考に、本人記入または担当支援員による聞き取りや、　　　　担当支援員による分かる範囲での代理回答での調査を実施し、希望の多いメニューから随時献立に取り入れた。満足度や食事についての希望は今後の参考とする。
（８）衛生管理
 　　・毎月1回便検査、冬季（10月～3月）はノロウイルス検査も併せて実施した。
※検出件数：0件
・毎月1回掃除の日を決め、厨房内の機械、器具類の掃除、洗浄を実施した。
・毎月1回環境整備の日を決め、厨房内の床、溝を中心に掃除を実施した。

６.　委員会（くるみ邑美園児童部・放課後デイみんと共通）
（１）防火・防災委員会
【避難訓練】【各講習会】
	実施日
	実施時間
	出火場所
	備考

	4月27日
	9:10～9:30
	大食堂
	利用者・職員へ事前連絡なし

	5月25日
	9:10～9:30
	管理棟事務所前
	利用者・職員へ事前連絡なし

	6月23日
	9:10～9:30
	厨房
	利用者・職員へ事前連絡なし

	7月28日
	19:30～20:30
	緊急連絡網伝達訓練
	職員へ事前連絡あり

	8月24日
	9:10～9:30
	洗濯場
	利用者・職員へ事前連絡なし

	9月25日
	9:10～9:30
	洗濯場
	利用者・職員へ事前連絡なし

	10月26日
	9:10～9:30
	洗濯場
	利用者・職員へ事前連絡なし

	11月27日
	13:30～14:30
	　不審者対応訓練
	職員へ事前連絡あり

	11月29日
	9:10～9:30
	大食堂
	利用者・職員へ事前連絡なし

	12月26日
	9:10～9:30
	大食堂
	利用者・職員へ事前連絡なし

	1月30日
	9:10～9:30
	洗濯場
	利用者・職員へ事前連絡なし

	2月28日
	9:10～9:30
	大食堂
	利用者・職員へ事前連絡なし


【利用者の状態による避難状況及び各人数】自立歩行の方75名、車椅子使用の方2名
【避難場所】　第1避難場所　第2避難場所　各棟待機（新型コロナ感染症対策）
【自主検査/備品確認】年間3回実施　
【消防設備等点検】年2回実施（9月、3月）(株式会社スエヒロ)
【非常食の確認】非常食3日分（240食）在庫あり（栄養士へ確認済）
（２）職員研修
[bookmark: _Hlk129888060]【視察研修（宿泊研修・日帰り研修）】
・新型コロナウイルスが5類となり、今年度は視察研修（宿泊研修・日帰り研修）を実施することができた。
・職員間の親睦やリフレッシュを図りチームワークの向上と研修施設で得た知識やアイデアを今後の仕事に活かすことを目的として実施した。
【施設内研修】
・「介護支援に関すること」「余暇活動に関すること」「強度行動障害に関すること」に関連して、職員会議でミニミニ職員勉強会を実施した。
・法人研修は、外部講師による接遇研修を実施した。くるみ邑美園大食堂にて行い、参加者はくるみ邑美園15名、愛香園4名、地域支援センター5名の合計24名。
〔取り組み内容〕
	実施日
	内　　容

	5月19日
	研修委員会会議開催

	6月16日
	研修委員会会議開催

	6月27日
	法人研修「接遇について」
講師：オフィスびーぷらす代表　岩成洋子氏　参加者24名

	7月19日
	ミニミニ職員勉強会開催　「強度行動障害に関すること」
「強度行動障害基礎について～ひまわり棟利用者事例紹介～」

	7月21日
	研修委員会会議開催

	8月18日
	研修委員会会議開催

	9月15日
	研修委員会会議開催

	9月20日
	ミニミニ職員勉強会開催　「介護支援に関すること」
「食事介助について」

	9月22日
	日帰り研修A班　広島市　参加者11名

	10月06日
	日帰り研修B班　宮島　参加者13名

	10月20日
	[bookmark: _Hlk159545139]研修委員会会議開催

	10月27日
～28日
	泊付き研修D班　福岡市　参加者13名

	11月10日
～11日
	泊付き研修E班　山口市　参加者13名

	11月15日
	ミニミニ職員勉強会開催　「余暇活動に関すること」
「視覚支援」について

	11月17日
	日帰り研修B班　松江市・境港市　参加者12名

	12月15日
	研修委員会会議開催

	1月17日
	ミニミニ職員勉強会開催　「強度行動障害に関すること」
｛強度行動障害基礎について～やよい棟利用者事例紹介～｝

	1月19日
	研修委員会会議開催

	3月15日
	研修委員会会議開催

	3月19日
	ミニミニ職員勉強会開催　「介護支援に関すること」
「腰痛予防について」


【外部研修】
	開催日
	内　容
	場　所
	参加人数

	4月13日
	新型コロナウイルス感染症対策研修会
	浜田市
	1名

	4月19日
	新任職員マナー研修
	浜田市
	1名

	5月22日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会研修
	川本町
	2名

	5月29日
～30日
	福祉職員キャリアパス対応生涯研修
【チームリーダーコース】
	浜田市
	3名

	6月14日
	大田・邑智地区生活支援会議
	大田市
	1名

	7月05日
	島根県知的障害者福祉協会総会及び研修会
	松江市
	2名

	7月07日
	邑南町特別支援連絡協議会・相談ネットワーク　　　　　　　　　　　　　　　　総会及び研修会
	邑南町
	1名

	7月10日
～11日
	福祉職員キャリアパス対応生涯研修
【中堅職員コース】　
	浜田市
	3名

	7月20日
～21日
	第62回　中国・四国地区知的障害関係職員
研究協議会　岡山大会
	岡山市
	4名

	7月22日
～23日
	障害のある人を支援する防災研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	7月31日
～8月1日
	相談支援従事者初任者研修【前期】
	出雲市
	1名

	7月31日
	四ツ葉の里人権同和研修
	邑南町
	6名

	8月22日
～23日
	福祉職員キャリアパス対応生涯研修
【初任者コース】
	浜田市
	2名

	8月25日
	相談支援従事者初任者研修【後期】
	出雲市
	1名

	8月29日
～30日
	強度行動障害支援者養成研修【基礎研修】
	浜田市
	4名

	9月06日
	島根県メンタルヘルス研修
	出雲市
	1名

	9月14日
～15日
	サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者研修
	浜田市
	2名

	9月14日
～15日
	相談支援従事者初任者研修
	出雲市
	1名

	9月20日
～21日
	キャリアパス対応生涯研修【管理者コース】
	松江市
	1名

	9月27日
～28日
	中堅職員スキルアップ研修
	出雲市
	2名

	10月04日
	チームリーダースキルアップ研修Ⅰ
	松江市
	2名

	10月16日
	労務管理研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	10月10日
～18日
	サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者
実践研修
	eﾗｰﾆﾝｸﾞ
	1名

	10月25日
～26日
	サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者
実践研修
	出雲市
	1名

	11月07日
～08日
	中国地区発達支援部会児童施設分科会職員研修
	福山市
	3名

	11月07日
～08日
	令和５年度支援スタッフ研修会
	松江市
	1名

	11月14日
～15日
	強度行動障害支援者養成研修【実践研修】
	出雲市
	1名

	11月15日
	栄養士調理員等研修
	松江市
	1名

	11月20日
	福祉サービス苦情解決研修会
	浜田市
	1名

	12月01日
	しまねDWAT登録研修
	浜田市
	2名

	12月05日
	四ツ葉の里職員合同研修会
	邑南町
	8名

	12月07日
～08日
	中国地区障害者支援施設部会研修会
	松江市
	3名

	12月07日
	メンタルヘルス研修 管理者コース
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	12月11日
	児童福祉施設職員合同研修会
	松江市
	2名

	12月19日
	リスクマネジメント研修【一般職コース】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	1月30日
	社会福祉法人会計実務者決算講座
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	1月31日
	人権・権利擁護研修【障がいの部】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	2月01日
	人権・権利擁護研修【児童の部】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月14日
	第２回大田・邑智地区生活支援会議
	邑南町
	1名

	2月19日
	社会福祉法人役員研修
	ｵﾝﾗｲﾝ
	1名

	2月20日
	障がい者虐待防止・権利擁護研修【共通研修】
	ｵﾝﾗｲﾝ
	2名

	3月01日
	障害福祉サービス報酬改定セミナー
	出雲市
	2名

	3月04日
	障がい者虐待防止権利擁護研修
	浜田市
	2名

	3月06日
	邑南町医療福祉従事者人材確保セミナー
	邑南町
	2名


（３）保育職場実習　
・短期大学等より保育や福祉を学ぶ学生の依頼を受けて実施した。　
	期　　　間
	人数
	学　校　名

	09月19日 ～ 09月29日
	10日
	2名
	トリニティカレッジ
出雲医療福祉専門学校

	10月03日 ～ 10月13日
	10日
	2名
	トリニティカレッジ
出雲医療福祉専門学校


　　　※宿泊施設として、地域交流ホームを利用。
（４）地域交流委員会　
・クラブ活動やレクリエーションを企画・実施する。
　　・地域のボランティアグループの受け入れや、行事の際の参加要請。
・職場体験学習や各学校からの交流学習の受け入れ。
[bookmark: _Hlk166009012]・四ツ葉の里運営事業（四ツ葉の里夏まつり、職員研修等）の補助。
【クラブ活動】
毎月1回実施。活動を通して余暇の幅を広げる。
	クラブ名
	活動内容

	ドライブ
	バスに乗り、季節毎の風景を楽しむ。公園などで軽い運動を行い、気分転換を図る。

	クッキング
	希望するメニューを事前に聞き取りし、リクエストをふまえて季節に応じた献立の調理を行う。

	カラオケ
	カラオケ機材を利用しての歌唱や、他者の唄っている音楽に耳を傾けることにより、音楽に触れる機会をもつ。

	スポーツ
	体育館にてウォーキングやラジオ体操、ボール遊びなどを行い、体力づくりや機能維持を図る。

	リフレッシュ
	音楽に合わせた簡単な運動（ウォーキング）やマッサージを行う。定期的に茶道を行い、心身共にリラックス効果を得る。


【運動の日】
月1回実施（各棟にて実施）
【ミュージックケア】
実施の計画はあったが、今年度も新型コロナウイルス感染防止のため未実施となった。
　【町内のボランティア団体「ふぁいん倶楽部」による活動】（松本弘江代表　メンバー12名）
※令和5年度より年1回活動となる。
	実施日
	活動内容

	11月11日(土)
	ボウリング、壁面作り


【四ツ葉の里運営事業への参加】
6月に四ツ葉の里ふれあいデーが開催され、模擬店でフランクフルトを売る。また、四ツ葉の里夏祭りは花火のみ実施し、夏祭り部分は各施設対応となった。地域交流委員は当日、夏祭りや花火打ち上げ運営に携わる。
（５）企画調整委員会
・季節感を感じることができる施設内の行事全体を利用者自治会と連携し、企画・実施
する。
　　・広報活動…施設広報誌「たんぽぽ」発行（年３回）、法人広報誌へ寄稿
ホームページの更新等を行う。　
【行事】
	実　施　日
	内　　　　容

	04月06日（木）
	お花見会　各棟で実施　　11時30分～15時　

	06月02日（金）
	利用者自治会総会（会長・副会長選出）15時30分～16時
大食堂にて全体で集まり実施　

	　06月23日（金）
	利用者自治会ミニ喫茶　14時～16時　
大食堂にて全体で集まり実施

	　08月03日（木）
	くるみ夏まつり　大食堂及びピロティにて実施
四ツ葉の里夏まつり代替　※地域交流員が担当11時～14時　

	　10月31日（火）
	秋祭り　11時30分～14時　大食堂にて全体で集まり実施　

	　12月12日（火）
	クリスマス会　11時30分～15時45分
大食堂にて全体で集まり実施　

	02月22日（木）
	利用者自治会ミニ喫茶　14時～15時45分　
大食堂にて全体で集まり実施

	　03月　各日
	年度末反省会　各棟で実施予定
















・新型コロナウイルスの5類移行により、自治会活動・行事について、各棟または全体で集まり感染予防対策に十分配慮しながら実施することができた。
・利用者のみなさんにも一緒に参加できることを目的に、装飾作りや会場を飾る色塗りの作製等に取り組んだ。

　【広報活動】
「たんぽぽ」の発行
　・年3回の発行を実施し、保護者及び関係機関へ発送した。各棟利用者のみなさんの活動の様子や行事等の取り組みを記載することで、活動の様子を周知した。
	号数
	発行日
	発送数

	309号
	5月19日
	137部

	310号
	9月19日
	137部

	311号
	1月19日
	137部


※送付先は保護者及び関係機関
（６）衛生委員会
　　　従業者のメンタルヘルスと職場環境の改善を目的とし、定期的に会議や活動を行った。
【メンタルヘルス】
・臨床心理士、公認心理士によるカウンセリングの日程調整を行った。（毎月2回）
・研修やストレスチェックを行い、職場内におけるメンタルヘルスへの意識を高め、不調者の早期発見、対応を行った。
	
	活　動　内　容

	10月
	ストレスチェック

	11月
	メンタルヘルス研修　　講師：加納美代子公認心理師


【職場環境改善】
・衛生委員による現場ごとの職場巡視、改善指示を行った。（毎週1回）
・従業者から環境改善の要望があれば会議内で検討し管理者に提言を行った。
・新規、中途採用者については腰痛ベルトの斡旋を行う。施設より補助実施。
（７）保健給食委員会
定期的に会議を開催し、保健や給食にかかわる情報を各棟と共有した。
【保健】　
・新型コロナウイルス発生時の対応で気づいた点や反省点を出し合い検討を行った。
・健康に関することなど、保健から情報提供を行い、意見を聞いた。
・清掃用のモップ（ヘッドが着脱でき、洗濯可能なもの）を取り入れ衛生面に配慮した。
・各棟で嘔吐物処理方法の動画を視聴してもらい、利用者支援に役立てた。
【給食】
・毎月各棟から要望を出し合い検討を行った。
（８）虐待防止・権利擁護委員会
・毎月1回委員会の会議を開催し、障がい者への虐待防止に関する知識を学び、併せて権利擁護を意識することを目的として、身体拘束報告の分析、支援や対応時の方法について検証、そして啓発活動について議論を行った。
・毎朝のミーティングで「不適切な支援を防止する内容」を唱和し、日々の支援を振り返る機会を持った。
・職員会議内の時間を使い、虐待の種類について周知する機会を作り、支援の困難事例を検討するなどの勉強会を実施した。
・意見箱を設置し、支援に対する疑問や悩みなどを投書してもらい、それについて議論を行った。
【取り組み内容】
	実施日
	内　　容

	04月03日
	入職時法人合同研修　「障がい者虐待防止・権利擁護について」

	04月26日
	第1回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	05月17日
	職員会議時勉強会「障害者の虐待防止・権利擁護委員会について」

	05月24日
	第2回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	06月21日
	職員会議時勉強会「身体的虐待について」

	06月27日
	法人合同勉強会「接遇について」

	06月28日
	第3回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	07月26日
	第4回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	08月16日
	職員会議時勉強会「心理的虐待について」

	08月23日
	第5回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	09月27日
	第6回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	10月18日
	職員会議時勉強会「ネグレクト（放置、放棄）虐待について」

	10月25日
	第7回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	11月06日
	虐待防止セルフチェックリスト実施

	11月22日
	第8回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催
セルフチェックリストの検証

	12月20日
	職員会議時勉強会「セルフチェックリスト集計結果の振り返りと改善
について」

	12月27日
	第9回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	01月24日
	第10回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	02月21日
	職員会議時勉強会「身体拘束適正化について」

	02月28日
	第11回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催

	03月27日
	第12回　虐待防止・権利擁護委員会会議開催



７．会議（くるみ邑美園児童部・放課後デイみんと共通）
	運営会議
	毎月１回開催
	職員会議
	毎月１回開催

	棟責任者会議
	毎月１回開催
	ケース会議
	随時開催

	虐待防止・権利擁護委員会
	毎月１回開催
	衛生委員会
	毎月１回開催

	保健給食委員会
	毎月１回開催
	


　※新型コロナウイルス感染防止に関する会議を運営会議メンバーにより随時実施。
８.　祈幸会（家族会）（くるみ邑美園児童部共通）
・新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大を受け、3月9日、総会並びに代議員会の開催について会長と協議し、総会の中止を決定する。
・3月31日、会員（ご家族）に向け総会中止の通知を送付する。
・感染拡大が落ち着いたことで6月4日代議員会を招集・開催する。
　総会議事の書面決議及び令和5年度事業の中止を決定する。6月21日資料と書名同意書を発送する。
【祈幸会活動】
※令和5年度も、新型コロナウイルス感染防止のため、事業は実施していない。
	実施日
	事　業　内　容
	場　所
	摘　要

	中止
	くるみ祈幸会総会
	くるみ邑美園

	

	6月04日

	祈幸会代議員会
	地域交流ホーム

	代議員8名
欠席2名
職員6名

	6月21日
	くるみ祈幸会代議員会議事報告並びに
書面決議の送付
	

	同意あり 124名
同意なし　 0名
返信なし　12名

	中止
	地区保護者会
	
	

	中止
	保護者と職員の懇親会
	
	

	中止
	親子旅行
	
	

	中止
	親子ふれあいの日
	
	

	3月
	年度末反省会
	くるみ邑美園
各棟対応
	



９．苦情解決状況（くるみ邑美園児童部・放課後デイみんと共通）
（１）苦情相談日の開催
・苦情解決状況の報告
　　〇前期　…令和5年10月30日（月）開催（令和5年4月1日～令和5年9月30日）
　　〇後期　…令和6年4月24日（水）開催（令和5年10月1日～令和6年3月31日）
（２）苦情解決の取り組み
・外泊時の状況記録、支援サービス計画作成に伴う要望調査などで要望等を聞いた。
・できることは速やかに対応し、対応の遅れによる不信感や苦情に繋がらないように努めた。
・言葉で伝えられる利用者には要望等を聞き対応した。
令和5年4月1日～令和6年3月31日
	事業所名
	苦情
	要望・相談
	合計

	くるみ邑美園
	0
	0
	0

	くるみ邑美園児童部
	0
	1
	1

	放課後デイ　みんと
	0
	0
	0


・新型コロナウイルス感染症が第2類から第5類に移行したことにより、ご家族より外泊について要望・問い合わせがあった。当施設の日程に沿った実施を提案させていただいた。



【Ⅳ　障害児入所施設　くるみ邑美園児童部】

１．事業内容
① 福祉型障害児入所事業　定員8名
② 短期入所事業　定員2名
③ 日中一時支援事業
④ 療育支援事業
２．利用者状況　
【障害児入所事業】
	令和 5年 4月 1日
	令和 6年 3月31日

	男子3名　女子1名
	男子5名　女子1名





　　　　　　〈石見養護学校在籍〉
高等部　　3年　　（男子1名、女子1名）契約1名、措置1名
　　　　　※女子1名、令和6年3月29日措置解除にて退所
　2年　　（男子1名）契約1名　　　　　
　1年　　（男子3名、女子1名）契約4名
　　　　　　　　　中学部　　2年　　（男子1名）契約1名
【短期入所事業】
　　契約者：1名
【日中一時支援事業】
　　契約者：4名
３．生活支援
　一人ひとりの個性やニーズに応じ、発達過程を踏まえて生活支援に取り組んだ。
（１）利用者個々の状況に応じた計画的な支援
個性やニーズ、発達の段階に応じた個別支援計画によるサービスの提供と将来の進路(卒業後)を視野に入れ、本人の希望に沿った継続的な支援を行った。
（２）安全で快適に過ごせる生活環境の整備
問題行動や不適応行動に対し、学校との情報交換をはじめ、臨床心理士によるカウンセリング、医療機関・児童相談所等の専門機関との相談やケア会議を通じて、問題の軽減や解決に努めた。また、普段の生活の中で振り返りの時間を設けるなど、落ち着いた生活ができる環境を心掛けた。
（３）保護者・学校との連携
定期的に保護者の思いや考えを確認し、保護者に寄り添う支援を心掛けた。また、支援内容の共有化を図り、将来の生活や進路について連携して取り組むことができた。さらに、施設での生活がよりイメージできるよう、お便りや写真等用いて日頃の様子が伝わるよう工夫をした。
（４）感染症対策
・新型コロナウイルスなどの感染防止対策として、マスクの着用と手指消毒の徹底、酸性水やジャームブロックなどでの消毒、また加湿を行った。
・外泊時の移動制限等の協力を各家庭にお願いし、連携して感染予防に取り組んだ。
・外泊時の様子や外出の有無等を聞き取り、帰園時の対応記録として保管した。
・帰園時には必要に応じて抗原検査を行い、施設内に感染症を持ち込まないよう出来る限りの対応を行った。
・感染状況によっては外泊時に迎えに来られた保護者へ抗原検査を行い、陰性を確認してからの外泊対応とした。
（５）学校との会議
　　　石見養護学校…学校児童部連絡会（4回）、連絡相談会、情報交換会 
（６）行事、園外活動
・行事…親子遠足（中止）
・児童部利用者食事会（7月12日、2月6日）
・園外活動…（8月9日）※ポップサーカス
・卒業お祝い会…（3月8日）※飲食なしで開催
・休日・余暇支援…散歩、買い物、クッキング、清掃活動、創作活動、軽スポーツ
（７）情報公開　児童部新聞「こもれび」発行
　　　新聞の作成、発行を年4回実施。（保護者、石見養護学校他配布）

４．日課
	平　　日
	休　　日

	時間
	日課
	内　容
	時間
	日課
	内　容

	6：30
	起床
洗面・更衣介助
排泄誘導・支援　　検温
	7：00
	起床
洗面・更衣介助
排泄誘導・支援　　検温

	7：40
	朝食
手洗・介助・服薬・歯磨
	7：45
	朝食
手洗・介助・服薬・歯磨

	8：00
8：43
	登校準備
登校付添支援　
	10：00
	水分補給　　
余暇支援

	
	－学校－
	12：00
	排泄誘導・支援　　手洗
昼食
余暇支援

	15：30
	下校　　手洗い　　検温
おやつ
	15：00
	おやつ　　入浴支援　　検温
余暇支援、排泄誘導・支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	余暇支援、学習支援、入浴支援
排泄誘導・支援
	
	

	18：00
	夕食
手洗・介助
服薬・歯磨
	18：00
	夕食
手洗・介助
服薬・歯磨

	
	余暇支援
就寝準備
排泄誘導・支援
	
	余暇支援
就寝準備
排泄誘導・支援

	21：00
	消灯・就寝
健康観察
室温調整
	21：00
	消灯・就寝
健康観察
室温調整


５．保健衛生
（１）健康診断の実施
	尿検査　　　（学校）　　　　　　4月27日、5月8日

	心電図検査　（学校）　　　　　　4月17日　高等部1年

	結核検診　　（学校）　　　　　　5月01日　高等部1年

	歯科検査　　（学校）　　　　　　5月30日

	ぎょう虫検査（学校）　　　　　　5月25日、6月1日

	眼科検査　　（学校）　　　　　　4月21日

	耳鼻科検査　（学校）　　　　　　5月24日

	血液検査　　（学校）　　　　　　5月19日　　　　　（施設）07月27日

	内科検診　　　前期　　　　　　　5月17日　　　　　　後期　12月22日



（２）各種結果
	内科検診　　　有所見者なし
	歯科検診　　　　2名

	眼科検査　　　有所見者なし
	耳鼻科検診　　　1名　

	Ⅹ線検査　　　有所見者なし
	ぎょう虫検査　　有所見者なし

	尿検査　　　　有所見者なし
	血液検査　　　　有所見者なし



（３）定期受診
	こころクリニックせいわ
	こころの医療
センター
	大隅医院
	公立邑智病院
	その他

	4名
	1名
	1名
	1名
	1名


（４）不定期受診
発熱、怪我、皮膚疾患等症状に応じて受診を行った。

（５）感染症対策
　新型コロナウイルス感染症対策として、利用者の日々の健康観察方法の見直し、消毒の
徹底を行い、発熱や体調不良を早期に発見し感染を広げない取り組みを行った。
※インフルエンザワクチン接種　　　　　11月20日 　4名　
　　　　　　　　※新型コロナウイルスワクチン接種　　　01月22日　 6名

６．栄養管理
※平均栄養摂取量
	エネルギー
	2,259Kcal
	レチノール活性
	631μg

	たんぱく質
	85.1g
	ビタミンB1
	1.18mg

	脂質
	61.6g
	ビタミンB2
	1.25mg

	炭水化物
	337.3g
	ビタミンC
	113mg

	カルシウム
	840mg
	食物繊維
	18.6g

	鉄
	14.5mg
	


・主食…300g、250ｇ、200g、150ｇ
副食…大盛り、中盛り、小盛り
・代替食の対応
アレルギー：生エビ・カニ・赤魚、メロン、キウイ
その他　　：納豆→豆腐、豚肉
それぞれ苦手な食材には献立や食材を変更し、調理方法を工夫して提供した。

[行事食の実施]
感染防止対策のため、施設の行事による行事食の提供は行わなかったが、彼岸、土用の丑の日、クリスマス、お正月、節分、ひな祭り等季節の行事に合わせた食事の提供に努めた。
７．日中一時支援
・週末、祝日に月1～2回程度、1～2名の利用があった。
・みんと営業終了後に、3名程度の利用あり。
・利用者は在宅者の為、通所者の活動スペースや個室を使用。
８．短期入所利用
・1名、毎週末や祝日に利用あり。
９．療育支援
・外来：1名（22件）
・施設指導：2名（東保育所2件、瑞穂小学校5件）


【Ⅴ　障害児通所支援事業所　放課後デイ みんと】
１．事業内容
放課後等デイサービス事業　定員10名
２．利用状況
契約児童数：15名　　　　　　　　　　　 令和5年度実績
	
	男子
	女子

	小学生
	9名
	5名

	中学生
	0名
	1名

	高校生
	0名
	0名


※石見養護学校、特別支援学級在籍児童
・平日（月～金）は、学校下校後に石見養護学校生徒が3～4名、特別支援学級在籍児童の利用が2～4名、合計6名前後の利用があった。
・休校時や長期休みの際は、石見養護学校生3～4名、特別支援学級在籍児童3～5名、合計8名前後の利用があった。　　　　
３．日　課
	学校休校日
	通常日

	時間
	日課
	時間
	日　課

	9:00
	通所
	
	

	9:30
	健康観察、排泄
	
	

	10:00
	ラジオ体操、ストレッチ、リズム体操
	
	

	
	個別支援
	
	

	11:30
	排泄、手洗い
	
	

	11:50
	昼食、歯磨き
	
	

	13:00
	個別支援・集団活動
	14:00　
	通所、うがい手洗い、健康観察、排泄

	14:45
	清掃
	15:00
	おやつ

	15:00
	おやつ、排泄
	16:00
	個別支援

	16:00
	個別支援
	17:00
	

	17:00
	退所
	18:00
	退所


４．個別支援計画に沿って行う発達支援　
子どもの発達過程や特性を理解した上で、一人ひとりの状況に応じた個別支援計画を作成し、計画書に基づき支援を行った。
５．保護者との連携
保護者が迎えの際には、その日の児童の様子を伝えるだけでなく、家での様子や日々の変化等を話しながら情報の共有を行った。通学支援バスを利用している児童及び情報共有が必要な児童の保護者に向けては、連絡帳を使用してその日の様子を伝えた。必要時や緊急時にはその都度電話をし、情報漏れがないように努めた。

６．会議
　　・石見養護学校…学校くるみ連絡会（年3回）
・小学校【瑞穂小学校・矢上小学校・市木小学校・石見東小学校・日貫小学校】
…状況に応じて適宜開催
・相談支援事業所【ハートフルみずほ・サポートセンターおおち・サポートステーション　　　　　　　　　おりーぶ・西部島根医療福祉センター相談支援科】…状況に応じて適宜開催
７．行事
・定期的に行事を計画して開催した（書初め、節分、七夕、ハロウィン、クリスマス等）。
・月に1～2度、プランターで育てた野菜を活用してのおやつ作り（よもぎのパンケーキ、
焼きそば、野菜チップス、かぼちゃのお団子、ホットケーキ、ホットドック、温野菜、味噌汁等）を行った。
・長期休暇時には園外活動（春：香木の森、夏：深篠川キャンプ場、ポップサーカス、冬：加茂神社）を行った。
８．情報公開
　　・「みんと通信」発行。年間5回作成・発行する。保護者、各相談支援事業所、利用児童の通っている学校（矢上小学校・瑞穂小学校・市木小学校・石見東小学校・日貫小学校・石見養護学校）、役場、教育委員会等の関係機関に送付。
　　・長期休暇前には行事のお知らせを保護者に向けて配布。
９．新型コロナウイルス感染症対応について
・活動する室内（送迎車を含む）の消毒と常時換気に努めた。
・長期休暇時にはご家族に向けて健康観察表（外出記録）をお願いし、利用児童の健康観察に努めた。
・園外活動は屋外での活動を主とし、室内での活動の際にはマスク着用と消毒に努めた。
・口腔ケア時、職員はフェイスシールドを装着し対応を行った。
・飲食の際の着席は一定方向を向き、感染症予防に努めた。
・おやつ作りは職員が主に行い、子ども達は各自の飾り付けや盛り付けとした。
・長期休暇前には行事のお知らせを保護者に向けて配布。
10．その他
・送迎に使用する車両（8人乗り）へ“置き去り防止装置”を設置した。



【Ⅵ　共同生活援助事業所　愛香園ホームサポート】

１．事業内容
共同生活援助（介護サービス包括型）事業　　定員33名
２．利用者状況
（１）グループホーム入居者数　　　　　　　　　　　　　　令和6年3月31日現在
	名　称
	開設年月日
	対　象
	定　員
	現　員
	備　　考

	青 雲 荘
	平成元年11月1日
	男性
	5
	4
	

	春 風 荘
	平成3年2月1日
	男性
	4
	4
	

	ひ な た
	令和5年3月24日
	男性
	3
	3
	

	
	
	女性
	3
	3
	

	明 和 寮
	平成11年10月1日
	男性
	6
	5
	

	陽 光 荘
	平成21年4月1日
	男性
	5
	0
	

	ドリーム荘
	平成20年4月1日
	男性
	4
	4
	

	
	
	女性
	3
	2
	

	合　　計
	33
	25
	


　










（２）年齢階層
	年齢階層別

	20～29歳
	30～39歳
	40～49歳
	50～59歳
	60～69歳
	70歳以上
	計

	0人
	1人
	4人
	10人
	8人
	2人
	25人


※平均年齢：57.2歳
（３）就労形態
　　一般就労　　　 　3名
福祉的就労　　　21名
就職活動中　　　 1名
３．サービス内容
（１）共同生活住居における日常生活支援
生活支援については、世話人と連携し入居者一人ひとりのニーズに個別に対応するとともに、利用者間の問題や日常生活における課題解決に本人のストレングスを尊重しながら支援することを心掛けた。また、様々な場面で選択の機会が持てるように配慮し、自己決定をサポートするよう努めている。平日の夕食は、愛香園管理栄養士の栄養管理に基づいた献立で配食をしている。
（２）個別支援計画に基づく支援
世話人、生活支援員、家族、ヘルパーステーションひまわり、サポートステーションおりーぶ等との連携を図り、個々の実情に則した支援を行っている。

（３）家族、就労先、行政機関等との連絡・調整
定期的な就労先への訪問・家庭訪問等を実施した。ケース会議や困難事例について、関係機関との連絡・調整を図りながら課題解決にも取り組んでいる。
（４）入居者の日々の通院支援
　　　　令和元年８月より専従の看護師を採用し、利用者の健康相談等、医療面での支援の充
実を図っている。
（５）体験利用　なし
（６）グループホーム見学　1名
４．支援体制
① 管理者　１名　　
② サービス管理責任者　1名
③ 生活支援員　12名　（常勤4名、非常勤8名）
④ 看護師 2名 (常勤1名、非常勤1名)
⑤ 世話人　10名　（支援時間6：00～8：30、16：15～18：45）
５．設備等整備状況
① 春風荘　　 　 脱衣所暖房機の設置　　　（令和6年3月）
② 青雲荘　　　　脱衣所暖房機の設置　　　（令和6年3月）
③ ドリーム荘　  トイレタンクの取替　　　（令和5年9月）
脱衣所暖房機の設置　　　（令和6年3月）
④ 明和寮　　　  脱衣所暖房機の設置　　　（令和6年3月）
[bookmark: _Hlk133586440]６．会議・研修
（１）支援会議
年間12回～個別支援計画、利用者のケース会議及びグループホーム運営等に関すること
（２）世話人会議
年間4回
（開催日：4月25日、7月26日、12月20日、3月25日）
（３）コロナ感染対策会議
年間6回（愛香園の感染症対策会議に参加）
　　　　　（開催日：4月18日・5月16日・7月4日・9月5日・11月7日・3月5日）
（４）研修
	4/27～4/28
	第52回 中国地区知的障害関係施設長会議
	鳥取県
	１名

	7/20～7/21
	第62回 中国・四国地区知的障害関係職員研究
協議会　岡山大会
	岡山県
	1名

	7/31～8/1
8/25・9/14～15
	相談支援従事者初任者研修
	出雲市
	1名

	10/3～10/4
	第34回全国グループホーム等研修会
中国地区大会inひろしま
	広島市
	2名

	1/18
	社会福祉法人会計実務研修【入門コース】
	交流ホーム
（ｵﾝﾗｲﾝ）
	1名

	1/22～3/29
	第59回 全国知的障害者福祉関係職員研究大会
	交流ホーム
（ｵﾝﾗｲﾝ）
	1名


７．行事
　　　・8月3日（木）… 納涼会
（ボッチャ・食事会・花火鑑賞）
・2月12日（月）… お楽しみ会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（映画観賞会・食事会）
８．防災
・各グループホーム防災設備点検　9月、3月
　　　・グループホーム入居者の避難通報訓練　11月15日、2月20日
　　　・ALSOK総合警備保障の防災システム（全グループホーム）
　　　・スプリンクラー設備（ドリーム荘、青雲荘、春風荘、明和寮）
　　　・自動火災報知設備（全グループホーム）
























【Ⅶ　居宅介護事業所　ヘルパーステーションひまわり】

１．事業内容
　　①居宅介護事業
②重度訪問介護事業
営業時間　　6：30～24：00　年中無休
実施地域　　邑南町
２．利用状況
・対象者　　知的障害者・身体障害者・精神障害者・障害児
・契約者　　122名　（介護給付費対象外契約50名を含む）（令和6年3月31日現在）
＜地域生活支援事業＞

＜介護給付費＞


	家事援助
	身体介護
	通院介助
	重度訪問介護
	移動支援
	合　計

	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数
	利用者
延人数
	提供延
時間数
	利用者
延人数
	提供延時間数

	223
人 
	163
時間
	0　
人
	0　
時間
	620
人 
	325
時間
	0　
人 
	0　
時間
	848
人 
	929
時間 
	1,691
人 
	1,417
時間



３．サービス内容
（１）介護給付費対象　
① 身体介護…入浴・排泄・食事の介助
　 利用対象者なし。
② 家事援助…調理・洗濯・掃除などの家事支援
自室の掃除、服薬確認、生活相談等を個別支援計画に基づき実施。以前は掃除や整頓ができなかったが、具体的な方法や声掛けの内容等を工夫しながら支援を実施したことで、少しずつ家事ができるようになっている。
③ 通院介助…通院に関する付き添いや介助
　　　　　　　　  病院内での付添いや診察時も利用者の状況に寄り添った支援に努めた。
　　　　　　　　  主治医・その他関係施設とも連携し情報の共有を図ることができた。
④ 重度訪問介護…（身体障害者居宅支援が対象）
利用対象者なし。
（２）地域生活支援事業
移動支援…余暇活動・社会参加のための外出・特別支援学校への送迎
利用者の要望に応じて計画し、多くの利用者に社会参加の機会を検討したが新型コロナウイルス感染予防対策のため事業の縮小をする必要があった。そのような中で、愛香園グループホーム入居者のみを対象として町内の買物支援を実施。また、福祉有償運送においては町内１名の利用がある。石見養護学校の通学及び放課後デイみんとへの送迎としてサービス提供している。
（３）その他の事業
オプションサービス（介護給付費対象外の移動介護サービス）
※愛香園・くるみ邑美園・緑風園入所利用者
４．支援体制
① 管理者1名
② サービス提供責任者3名（うち2名兼務）
③ 非常勤ヘルパー　6名
④ 有償運送運転手 6名（うち3名兼務）
５．会議
ヘルパー会議
・開催日：4月25日、7月26日、12月20日、3月25日
・内  容：支援について、新型コロナウイルス感染防止対策について
６．研修
	　開催日
	内　　容
	場　所
	参加者数

	2月 8日
	令和5年度　サービス管理責任者更新研修・
児童発達支援管理責任者更新研修
	出雲市
	1名

	3月 6日
	令和5年福祉有償運送講習
	出雲市
	2名



【Ⅷ　相談支援事業所　サポートステーションおりーぶ】　
１．事業内容
　①基本相談支援事業
　②計画相談支援事業
　③障害者社会参加支援事業
営業時間　　9：00～17：45（火曜日から土曜日）
　　　　　　　　　（但し、国民の祝日、ならびに12月29日から1月3日までを除く）
　　　実施地域　　邑南町　
対 象 者　　精神障害者、知的障害者、身体障害者、重症心身障害者、発達障害者、高次脳機能障害者及び障害児、ならびにご家族
２．利用状況
計画作成実施者数162人　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和6年3月31日現在）
	生活の場
	障害種別

	在宅
	施設
	グループホーム
	小計
	身体
	知的
	精神
	小計

	33人
	103人
	26人
	162人
	2人
	146人
	14人
	162人


※障害者の福祉サービスの利用は減少したが、障害児のサービス利用が増えている。
３．サービス内容
① サービス等利用計画の作成・変更
② サービス等利用計画に基づく支援・評価
③ 障害者支援施設等への紹介
④ 相談を通じての地域生活支援
４．支援体制
① 管理者　　　　　1名
② 相談支援専門員　2名（1名兼務・主任相談支援専門員）
５．活動内容
邑南町地域生活支援事業受託
① 相談支援事業
[支援方法]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延人数）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	訪　　問
	13
	13
	10
	4
	6
	6
	11
	3
	3
	3
	3
	15
	90

	来所相談
	21
	38
	44
	47
	36
	43
	43
	33
	35
	26
	19
	18
	403

	同　　行
	6
	15
	5
	3
	6
	5
	13
	12
	5
	10
	8
	7
	95

	電話相談
	94
	43
	67
	54
	52
	36
	35
	38
	36
	52
	35
	23
	565

	メール
	0
	0
	0
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	1
	0
	5

	個別支援会議
	0
	2
	2
	1
	1
	3
	0
	1
	5
	2
	4
	0
	21

	関係機関
	22
	20
	47
	29
	40
	19
	16
	18
	23
	27
	9
	11
	281

	その他
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	1

	計
	156
	131
	175
	140
	141
	112
	118
	105
	107
	122
	80
	74
	1,461

	[支援内容]
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	計

	福祉サービス　　
	5
	3
	0
	5
	6
	1
	7
	13
	4
	4
	9
	3
	60

	障害・病状理解
	6
	1
	1
	2
	2
	2
	0
	10
	9
	4
	2
	0
	39

	健康・医療
	17
	17
	45
	38
	36
	18
	14
	8
	3
	12
	8
	5
	221

	不安解消
	89
	65
	81
	72
	55
	59
	60
	52
	55
	68
	40
	38
	734

	保育・教育
	0
	0
	5
	1
	1
	1
	0
	0
	2
	0
	7
	0
	17

	家族・人間関係
	5
	10
	4
	2
	9
	3
	9
	0
	3
	1
	3
	1
	50

	家計・経済支援
	13
	8
	7
	2
	6
	8
	2
	9
	3
	7
	1
	8
	74

	生活技術
	8
	11
	15
	7
	15
	7
	18
	5
	14
	6
	4
	2
	112

	就労支援
	6
	3
	10
	3
	7
	5
	4
	7
	13
	19
	5
	9
	91

	社会参加・余暇活動
	3
	8
	5
	5
	3
	4
	4
	1
	1
	1
	1
	8
	44

	権利擁護
	2
	5
	2
	3
	1
	4
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	17

	その他
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2

	計
	156
	131
	175
	140
	141
	112
	118
	105
	107
	122
	80
	74
	1,461


② 障害者社会参加支援事業
・パソコン教室　12回開催
・料理教室　2回開催　
・スポーツ教室（ボッチャ）1回開催
・本人活動　（フラワーアレンジメント教室）1回開催
③ 関係機関支援会議、オンライン研修会等への参加
④ 登録者以外の障害者等来訪者対応
⑤ 邑南町総合支援協議会との連携
６．会議・研修
（１）・邑南町障がい者総合支援協会　
相談支援部会　年2回開催
　　 ・邑南町相談支援事業所連絡協議会総会　5月22日開催
　　 ・障害者就業・生活支援センター事業連絡会及び大田・邑智地区生活支援会議　年2回開催
　　 ・島根県高次脳機能障がい者支援事業大田圏域支援ネットワーク会議　年3回開催
     ・相談支援アドバイザー・圏域相談支援コーディネーター連絡会議　年2回開催
　　 ・相談支援専門員研修検討委員会　年5回開催
　　 ・生活困窮者自立支援事業支援調整会議　12月8日参加
　　 ・邑南町ひきこもり支援ネットワーク会議　1月18日参加
　　 ・大田圏域精神保健医療福祉連絡協議会　3月7日開催




（２）研修　
	開催日
	内　　　容
	場　所
	参加者

	5月22日
	島根県相談支援専門員協会　第1回研修
	オンライン
	2名

	5月22日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会　研修会
	川本町
	3名

	[bookmark: _Hlk164761512]6月16日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会　第1回役員研修会
	　邑南町
	2名

	7月18日、19日
	ファシリテーター養成研修　講義・演習
	出雲市
	2名

	7月31日、8月1日
	ファシリテーターとして初任者研修参加
	出雲市
	1名

	8月25日
	ファシリテーターとして初任者研修参加
	出雲市
	1名

	9月14日、15日
	ファシリテーターとして初任者研修参加
	出雲市
	1名

	11月1日、2日
	ファシリテーターとして現任者研修参加
	出雲市
	1名

	11月21日
	ファシリテーターとして現任者研修参加
	出雲市
	1名

	12月1日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会　第2回役員研修会
	邑南町
	3名

	12月14日
	ファシリテーターとして現任者研修参加
	出雲市
	1名

	3月22日
	邑智郡相談支援事業所連絡協議会　第3回役員研修会
	邑南町
	2名



７．防災
　・交流ホーム防災設備点検　9月、3月
　・避難、通報、消火訓練　11月30日、3月26日

８．苦情解決状況（愛香園ホームサポート・ヘルパーステーションひまわり共通）
（１）苦情相談日の開催
　〇前期　…令和5年10月30日（月）開催（令和5年 4月1日～令和5年9月30日まで）
　〇後期　…令和6年 4月24日（水）開催（令和5年10月1日～令和6年3月31日まで）
（２）苦情・相談申出者件数
令和5年4月1日～令和6年3月31日
	
	苦　情
	要望・相談
	計

	愛香園ホームサポート
	0
	1
	1

	ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝひまわり
	0
	0
	0

	ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝおりーぶ
	0
	0
	0

	合　　計
	0
	1
	1




事業報告の附属明細書




令和５年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告書の附属明細書は作成していない。





　　　社会福祉法人邑智福祉振興会　
理事長　辰田 直久 　　　
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